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架
蔵
の
古
活
字
本
大
和
物
語
の
本
文
に
つ
い
て
紹
介
し
た
折
に
、
そ
の
書
誌
に
つ
い
て
触
れ
た
。
重
複
す
る
が
特
殊
な
本
だ
け
に
、
改
め
て

示
す
と
、
表
紙
が
、
縦
二
八
糎
、
横
一
九
・
五
糎
の
大
輪
花
弁
空
押
模
様
丹
表
紙
で
、
縦
一
七
・
三
糎
、
横
三
・
三
糎
の
「
や
ま
と
物
語
上
」

と
「
や
ま
と
物
語
下
」
の
印
刷
紙
題
簽
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
印
刷
面
は
、
無
辺
無
界
で
、
縦
二
一
・
五
糎
、
横
一
六
・
五
糎
、
一
面
一
二
行
、

一
行
二
一
字
程
で
字
組
が
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
巻
首
に
内
題
が
な
く
、
上
巻
末
尾
に
「
大
和
物
語
上
終
」
と
あ
り
、
下
巻
巻
首
に
「
大
和
物
語
下
」、

下
巻
末
尾
に
「
大
和
物
語
下
終
」
と
あ
る
。
版
心
は
上
巻
第
一
丁
に
「
上
」
と
「
一
」
が
あ
る
だ
け
で
、
他
の
丁
に
は
な
に
も
無
い
。
上
巻
五
二

丁
、
下
巻
四
三
丁
の
二
冊
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
石
田
某
所
蔵
の
古
注
と
北
村
季
吟
の
拾
穂
抄
と
賀
茂
真
淵
の
直
解
が
書
き
入
れ
ら
れ
、
楫
取
魚

彦
と
田
中
道
麿
の
注
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
、
二
箇
所
の
道
麿
の
弟
子
で
、
書
写
者
で
あ
る
渡
辺
直
麿
の
書
き
入
れ
が
張
紙
で
あ
る
。

　

貼
紙
は
、
上
巻
一
丁
表
に
、「
一ヒ

ト
リ人

々
々〵
ニ
ア
ヒ
ナ
バ
一ヒ

ト
リ人

〳
〵
ト
重
ね
云
ル
凡
テ
物
ヲ
相
對
ヘ
テ
云
ル
古
言
也
只
ヒ
ト
リ
ニ
也
古
今
ニ
思
フ

ド
チ
一ヒ

ト
リ人

々
々〵
ガ
恋
死
ナ
バ
誰
ニ
ヨ
ソ
ヘ
テ
藤
衣
著キ

ム
コ
レ
モ
男
ト
女
ト
相
對
ヘ
テ
イ
ツ
レ
ニ
マ
レ
ヒ
ト
リ
ノ
コ
ト
也
今
ノ
世
ノ
心
ニ
思
ヘ
バ

一
人
〳
〵
ハ
一ヒ

ト
リ人

毎ゴ
ト

ニ
ト
云
カ
如
ク
聞
ユ
レ
ド
モ
然
ニ
非
ズ
○
源
氏
竹
取
ナ
ド
ニ
モ
一ヒ

ト
リ人

々
々〵
ト
云
コ
ト
ア
リ
皆
同
」（
一
四
七
段
）
と
、
二
七

丁
表
に
、「
コ
ソ
ノ
ト
マ
リ
ナ
シ
可
尋
ナ
リ
」（
七
六
段
・
和
歌
一
〇
九
）
と
あ
り
、
と
も
に
筆
蹟
か
ら
し
て
直
麿
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

表
紙
裏
に
は
、　　
　
　

�
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一
説
在
原
滋
春　

時
世
イ
ト
異
ニ
テ
此
人
ノ
コ
ト
モ
入
タ
レ
ハ
不
取

○
作
者　

一
説
花
山
院　
　

�

ソ
ノ
御
時
ノ
書
ザ
マ
也
サ
レ
ド
御
作
ト
云
コ
ト
イ
カ
ゞ
ア
ラ
ン
御
在
世
マ
テ
有
ケ
ン
人
ノ
哥
ア
リ
凡
ソ
物
語
は

昔
ノ
人
ノ
上
ヲ
コ
ソ
イ
ヘ
ト
オ
ボ
ツ
カ
ナ
シ
此
コ
ロ
近
キ
清
輔
朝
臣
ノ
説
ニ
モ
作
者
不
知
ト
有
後
ノ
説
ハ
オ
シ

ハ
カ
リ
也

○
此
文
ニ
先
帝
ト
ハ
延
喜
ヲ
申　

オ
ホ
キ
オ
ホ
イ
マ
ウ
チ
君
ヲ
貞
信
公
ト
シ　

今
ノ
左
ノ
オ
ト
ゝ
ハ
小
野
宮
殿　

コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
天
暦
ノ
頃

ト
イ
ヘ
ド
條
々
異
ニ
テ
古
今
交
レ
リ
ソ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
時
代
サ
シ
カ
タ
シ　

○
作
者
ノ
哥
ト
見
ユ
ル
モ
ア
リ　

円
融　

花
山　

一
条
ノ
始

比
ト
ミ
ユ

○
凡
ソ
此
物
語
イ
セ
物
語
ヨ
リ
モ
詞
多
ク
テ
ヨ
ワ
シ
オ
カ
シ
キ
古
言
モ
ツ
タ
ナ
キ
モ
交
レ
リ
其
中
ニ
始
ト
末
ト
ハ
ヨ
リ
書
ナ
セ
シ
モ
有
中
ラ

ハ
コ
ト
ワ
リ
ナ
ク
詞
モ
ツ
タ
ナ
キ
有
イ
セ
物
語
ヲ
カ
ヘ
テ
書
シ
ハ
イ
ヨ
〳
〵
ワ
ロ
シ

○
ナ
ラ
ノ
帝
人
丸
ナ
ト
ノ
コ
ト
書
シ
ハ
時
世
モ
シ
ラ
ヌ
人
ノ
云
ル
ニ
ヨ
レ
リ
猶
其
ト
コ
ロ
ニ
云

○
古
キ
物
語
文
ノ
今
有
モ
テ
イ
ハ
ゞ
○
竹
取
古
シ
ト
云
ヘ
ド
コ
ト
ノ
サ
マ
ツ
タ
ナ
シ
○
住
吉
今
ノ
ハ
取
ガ
タ
シ
○
伊
勢
コ
ト
ノ
サ
マ
古
ヘ
ニ

ヨ
リ
詞
厚
ク
ミ
ヤ
ビ
也
○
源
氏
後
ノ
世
ニ
ツ
キ
テ
コ
ト
ウ
ス
ク
心
ヤ
リ
ニ
ス
ギ
タ
リ
○
オ
チ
ク
ボ
○
ウ
ツ
ボ
○
大
和
イ
セ
源
氏
ナ
ド
ノ
間

ナ
ル
物
也

○
大
和
物
語
ハ
枕
草
子
ニ
古
キ
物
語
ブ
ミ
ノ
名
ノ
末
ニ
在

以
上
は
、
賀
茂
真
淵
の
『
大
和
物
語
直
解
』
の
凡
例
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、「
師
曰
」
と
い
う
注
で
後
述
す
る
と
し
て
、
続
い
て
、

石
曰
親
房
卿
ノ
暦
名
抄
ニ
云
親
王
ノ
コ
ト
官
名
ニ
ア
ラ
ズ
規
模
ノ
号
也
生
レ
玉
ヒ
テ
若
子
ノ
時
モ
宣
旨
ヲ
蒙
リ
玉
フ
サ
テ
元
服
シ
字

ア
ザ
ナ

付
玉

フ
也
ソ
レ
ヲ
叙
品
ト
云
又
元
服
ハ
カ
リ
シ
玉
ヒ
後
ニ
叙
品
シ
玉
フ
モ
例
ア
リ
元
服
ハ
シ
玉
ヒ
叙
品
ナ
キ
ヲ
無
品
親
王
ト
云
也
品
ト
云
ハ
親
王

叙
品
ノ
時
后
腹ハ

ラ

ハ
三
品
御
息
所
更
衣
腹
ナ
ト
ハ
四
品
ニ
叙
シ
玉
フ
コ
ト
ヲ
本
位
ト
云
元
服
シ
玉
ハ
ズ
叙
品
シ
タ
マ
ハ
サ
レ
バ
中
務
式
部
卿
弾

正
尹
太
宰
帥
常
陸
上
総
上
野
ノ
大
守
ナ
ト
ノ
親
王
ノ
宮
ニ
任
シ
玉
フ
例レ

イ

ナ
シ
無
品
親
王
ハ
ミ
コ
ノ
官
ニ
モ
任
ジ
玉
ハ
ズ
タ
ゝ
ヨ
ヒ
玉
フ
也
姓
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ヲ
玉
ハ
リ
玉
ヘ
ハ
臣
下
ノ
官
ニ
任
シ
玉
フ
也
又
無
品
親
王
姓
ヲ
玉
ハ
ラ
ス
更
叙
品
シ
玉
フ
ハ
本
位
ノ
マ
ゝ
也
元
服
叙
品
シ
玉
ヒ
テ
親
王
ノ
官

ニ
成
玉
フ
ハ
後
一
品
二
品
ニ
叙
セ
リ
又
先
凡
人
ニ
ナ
リ
後
ニ
親
王
ノ
官
ニ
ナ
リ
玉
フ
モ
ア
ル
也
延
喜
ノ
親
王
兼
明
親
王
任
左
大
臣
後
中
務
卿

也
父
親
王
ニ
テ
其
子
親
王
世
〳
〵
ア
リ
父
姓
ヲ
玉
ハ
リ
凡
人
ニ
ナ
リ
其
子
二
世
三
世
ノ
源
氏
ニ
親
王
ノ
宣
旨
ア
ル
ハ
マ
レ
也
親
王
ハ
大
臣
ノ

上
ニ
オ
ハ
シ
マ
ス
也
礼
義マ

マ

ハ
同
シ
但
當
今
ノ
親
王
上
皇
ノ
ミ
コ
ハ
オ
モ
シ
二
世
三
世
ノ
親
王
ハ
大
臣
ニ
同
シ
親
王
宣
旨
ナ
ク
姓
ヲ
モ
玉
ハ
ヌ

諸
王
ハ
叙
位
ノ
後
公
卿
ニ
カ
ハ
リ
ナ
シ
位
ニ
ヨ
ル
ナ
リ

と
、
一
〇
六
段
の
「
み
こ
た
ち
」
の
『
大
和
物
語
鈔
』（
七
四
段
）
の
注
が
あ
る
。
加
え
て
、
書
き
入
れ
の
凡
例
が
、

○
石
曰
ト
ア
ル
ハ
江
戸
ニ
テ
石
田
某
ノ
本
ヲ
師
ノ
カ
リ
テ
ソ
ガ
中
ノ
説
ヲ
記
ス
余
ハ
主
ヲ
首
ニ
書
ツ　

○
眞
ト
有
ハ
加
茂
真
渕
（
天
理
本

（
１
）

「
○
説
者
ヲ
シ
ル
サ
ヌ
ハ
加
茂
真
渕
説
」
と
あ
る
）
○
魚
ハ
楫
取
魚
彦　

○
道
ハ
田
中
ノ
道
麿
也　

○
外
ハ
季
吟
ノ
説
多
ク
有
ル
也

と
あ
る
が
、
架
蔵
本
に
「
眞
」
印
な
く
、
天
理
本
に
も
架
蔵
本
に
も
「
師
曰
」
と
す
る
『
直
解
』
と
同
じ
記
事
が
あ
る
。
ま
た
、
説
者
を
記
さ
な

い
も
の
の
大
半
が
真
淵
の
『
直
解
』
で
あ
り
、
北
村
季
吟
の
『
大
和
物
語
抄
』（
拾
穂
抄
）
で
あ
る
。

　
「
石
曰
」
と
す
る
注
を
拾
う
と
八
六
事
例
あ
る
。
こ
れ
に
、
天
理
本
に
よ
る
七
事
例
を
追
加
す
る
と
九
三
事
例
認
め
ら
れ
る
。
以
下
に
掲
示
す

る
と
、

　

１
［
３
段
］
石
曰
カ
タ
帆
ニ
カ
ケ
シ
舟
也
ト

　

２
［
５
段
］
石
曰
穏
子
温
子
ノ
妹
也
中
宮
ニ
立
玉
フ
ハ
延
長
元
年
四
月
廿
六
日
也
前
坊
ウ
セ
玉
ヘ
ル
次
ノ
月
也
朱
雀
村
上
二
代
ノ
国
母

　

３
［
６
段
］�

石
曰
コ
ノ
哥
新
千
載
ニ
イ
ト
忍
テ
カ
ヨ
ヒ
ケ
ル
女
ノ
男
受
領
ニ
ナ
リ
テ
下
リ
ケ
レ
ハ
カ
ノ
女
モ
マ
カ
リ
ケ
ル
ニ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル
謙

徳
公
ト
有

　

４
［
８
段
］
石
曰
監
命
婦
ハ
藤
原
千
兼
女
也
千
兼
ハ
宰
監
ナ
ル
ユ
ヱ
シ
カ
云

　

５
［
８
段
］�

石
曰
方
フ
タ
カ
リ
ハ
中
神
也　

四
方
ヲ
各
十
二
ニ
ワ
リ
テ
北
十
二
分
ニ
分
ル
東
ノ
方
ヨ
リ
三
ツ
目
ノ
所
ヨ
リ
丑
ノ
分
也
巳
酉
日
ヨ

リ
天
一
神
丑
ノ
方
ニ
下
リ
東
ヘ
廻
リ
四
方
ヲ
四
十
四
日
ニ
廻
リ
尽
シ
テ
癸
巳
日
ヨ
リ
戊
申
日
ニ
至
リ
十
六
日
天
上
ニ
ア
リ
是
ヲ
長
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神
ト
モ
云
リ　

四
方
各
十
二
日
ト
イ
ヘ
ト
モ
角
〳
〵
ニ
四
日
カ
ケ
テ
四
十
四
日
一
日
〳
〵
廻
リ
玉
ヘ
ハ
一
夜
メ
ク
リ
ノ
神
ト
イ
フ

其
マ
シ
マ
ス
方
ニ
行
コ
ト
ヲ
忌
也
○
又
曰
己
酉
ハ
在
レ
艮
六
日
サ
テ
東
ニ
五
日
巽
ニ
六
日
南
ニ
五
日
坤
ニ
六
日
西
ニ
五
日
乾
ニ
六

日
北
ニ
五
日
天
上
ニ
十
六
日
云
々

　

６
［
９
段
］�
石
曰
続
後
撰
ニ
兵
部
卿
敦
固
親
王
ミ
マ
カ
リ
ニ
ケ
ル
秋
九
月
晦
日
ハ
テ
ニ
ア
タ
リ
ケ
ル
ニ
カ
ノ
ア
ト
ニ
申
オ
ク
リ
ケ
ル
俊
子
ト
ア

リ

　

７
［
９
段
］�

石
曰
宮
ノ
オ
ハ
シ
マ
サ
ハ
コ
ソ
秋
ノ
初
モ
果
モ
オ
モ
ホ
エ
メ
ウ
セ
玉
ヒ
シ
カ
ハ
今
日
ヲ
秋
ノ
果
ト
ハ
イ
ハ
ジ
カ
ク
レ
玉
ヒ
シ
日
コ

ソ
果
ナ
レ
ト
イ
フ
也

　

８
［
10
段
］
石
曰
堤
ハ
京
極
堤
也
一
条
二
条
ノ
堤
ヲ
云

　

９
［
11
段
］
石
曰
清
蔭
ハ
陽
成
院
ノ
五
男　

忠
房
ハ
大
貳
廣
敏
孫
信
濃
掾
奥ヲ

キ

副ツ
キ

ノ
子

　

10
［
11
段
］（
天
理
本
・
石
曰
）
亭
子
院
ノ
ワ
カ
宮
ト
ハ
云
ヘ
ト
モ
亭
子
院
ノ
御
女
ニ
ア
ラ
ス
延
喜
ノ
御
女
ニ
テ
前
斎
院
也

　

11
［
13
段
］
石
曰
一
条
ノ
君
傳
不
詳
後
撰
ニ
伊
勢
カ
モ
ト
ヘ
鬼
ノ
カ
タ
ヲ
書
テ
ヤ
ル
ト
テ
恋
シ
ク
ハ
カ
ケ
ヲ
タ
ニ
ミ
テ
云
々
ト
ヨ
ミ
シ
人
ナ
リ

　

12
［
16
段
］
石
曰
コ
ノ
少
将
ハ
小
野
ノ
絃ハ

ル

風
也
寛
平
二
年
任
右
少
将　

又
曰
ス
ケ
ノ
ゴ
ハ
時
平
ノ
子

　

13
［
17
段
］
石
曰
出
羽
ノ
ゴ
ハ
橘
吉
俊
女　

吉
俊
出
家
ノ
後
出
羽
ノ
コ
ノ
母
ニ
小
野
絃
風
カ
ヨ
ヒ
シ
也
ヨ
リ
テ
継
父
ノ
少
将
ト
イ
ヒ
シ
ナ
リ

　

14
［
18
段
］
石
曰
二
位
御
息
所
ハ
昭
宣
公
女
穂ス

イ

子
也　

延
喜
ノ
御
息
所
中
宮
穩
子
ノ
妹

　

15
［
22
段
］
石
曰
拾
遺
物
名
小
川
ノ
橋　

築
紫
ヨ
リ
コ
ゝ
マ
テ
ク
レ
ト
ツ
ト
モ
ナ
シ
太
刀
ノ
緒
革
ノ
ハ
シ
ノ
ミ
ソ
有

　

16
［
23
段
］
石
曰
後
撰
ニ
宇
多
院
ニ
侍
ケ
ル
人
ニ
消
息
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル
に
御
返
コ
ト
モ
侍
サ
リ
ケ
レ
ハ
ヨ
ミ
人
シ
ラ
ス　

ウ
タ
ノ
野
ハ
耳
ナ
シ

山
カ
呼
児コ

ト
リ鳥

ヨ
フ
コ
ヱ
ニ
タ
ニ
コ
タ
ヘ
サ
ル
ラ
ン　

カ
ヘ
シ　

女
五
ノ
ミ
コ　

耳
ナ
シ
ノ
山
ナ
ラ
ス
ト
モ
ヨ
フ
コ
鳥
ナ
ニ
ヲ
カ
キ

カ
ン
時
ナ
ラ
ヌ
音
ヲ

　

17
［
23
段
］
石
曰
コ
ノ
哥
続
後
撰
ニ
弾
正
尹
元
平
親
王
ヒ
サ
シ
ク
通
タ
エ
テ
後
立
ヨ
リ
テ
侍
ケ
ル
ニ
逢
侍
ラ
サ
リ
ケ
レ
ハ
帰
リ
テ
恨
ツ
カ
ハ
シ
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ケ
ル
返
コ
ト
ニ
藤
原
俊
蔭
女
ト
ア
リ

　

18
［
27
段
］（
天
理
本
・
石
曰
）
戒
勝
ハ
藤
原
敏
行
之
子
伊
衡
之
弟

　

19
［
29
段
］
石
曰
新
勅
撰
ニ
式
部
卿
ア
ツ
ヨ
シ
ノ
ミ
コ
ノ
家
ニ
人
〳
〵
マ
ウ
テ
来
テ
ア
ソ
ヒ
ナ
ト
シ
侍
リ
ケ
ル
ニ
女
郎
花
ヲ
カ
サ
シ
テ
ヨ
ミ
侍

ケ
ル　

三
条
右
大
臣
ト
ア
リ

　

20
［
30
段
］
石
曰
新
千
載
恋
四
題
不
知

　

21
［
32
段
］
石
曰
此
哥
続
後
撰
ニ
ハ
亭
子
院
ニ
奉
リ
ケ
ル　

監
ノ
命
婦
ト
有

　

22
［
32
段
］（
天
理
本
・
石
曰
）
司
メ
シ
ニ
モ
ル
ヲ
添

　

23
［
35
段
］
石
曰
新
六
帖
ニ
衣
笠
内
大
臣　

ハ
ル
カ
ナ
ル
都
ノ
イ
ヌ
ヰ
ワ
カ
イ
ホ
ハ
大
内
山
ノ
フ
モ
ト
ナ
リ
ケ
リ

　

24
［
35
段
］（
天
理
本
・
石
曰
）
新
勅
撰
ニ
此
哥
ア
リ
ト

　

25
［
42
段
］
石
曰
里
ニ
モ
山
ニ
モ
云
サ
ワ
ガ
レ
ン
カ
タ
ナ
キ
ヲ
雲
ニ
タ
ト
フ

　

26
［
42
段
］
石
曰
オ
ヒ
ケ
ン
ハ
生
ケ
ン
也

　

27
［
45
段
］
石
曰
十
三
ノ
御
子
ハ
延
喜
帝
第
十
三
皇
子
行
明
也　

行
明
ノ
御
母
ハ
兼
輔
ノ
女

　

28
［
45
段
］
石
曰
後
撰
ニ
太
政
大
臣
左
大
臣
ニ
テ
ス
マ
ヒ
ノ
カ
ヘ
リ
ア
ル
ジ
シ
侍
リ
ケ
ル
日
中
将
ニ
テ
マ
カ
リ
テ
コ
ト
ヲ
ハ
リ
テ
是
彼
マ
カ
リ

ア
カ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
ン
コ
ト
ナ
キ
人
二
三
人
ハ
カ
リ
ト
ゝ
メ
テ
マ
ラ
ウ
ト
ア
ル
シ
酒
ア
マ
タ
タ
ヒ
ノ
後
酔
ニ
ノ
リ
テ
子
ト
モ
ノ
上
ナ

ト
申
ケ
ル
ツ
イ
テ
ニ
ト
ア
リ

　

29
［
46
段
］
石
曰
桓
武
第
六
ノ
御
子
仲
野
親
王―

好
風―

平
仲

　

30
［
46
段
］（
天
理
本
・
石
曰
）
新
千
載
ニ
平
貞
文
ト
テ
入

　

31
［
48
段
］
石
曰
寛
平
ノ
御
女
傾キ

ン

子
ノ
母
女
御
衍エ

ン

子
菅
丞
相
女
ト
系
圖
ニ
有　

此
人
ノ
コ
ト
ナ
ル
ヘ
シ

　

32
［
49
段
］
石
曰
続
古
今
ニ
尹
子
内
親
王
賀
茂
斎
院
ニ
オ
ハ
シ
マ
シ
ケ
ル
時
菊
ノ
花
ニ
付
テ
奉
ラ
セ
玉
ヒ
ケ
ル
亭
子
院
御
哥
ト
ア
リ
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33
［
51
段
］
石
曰
コ
ノ
斎
院
ハ
延
喜
ノ
皇
女
詔

（
マ
マ
韶
）

子
内
親
王
延
喜
廿
一
年
加
茂
ヲ
シ
リ
ソ
キ
テ
大
納
言
清
蔭
室
ト
ナ
リ
玉
フ

　

34
［
51
段
］
石
曰
秋
ト
飽
ト
兼

　

35
［
51
段
］
石
曰
延
喜
帝
ヘ
ナ
ゲ
キ
テ
御
子
ア
マ
タ
ノ
中
ニ
斎
院
ニ
オ
キ
玉
ヘ
ル
ハ
ツ
ラ
ク
オ
モ
ホ
ユ
ル
ト
也

　

36
［
51
段
］
石
曰
延
喜
ノ

　

37
［
51
段
］
石
曰
花
ニ
オ
ク
霜
モ
霜
ノ
心
ナ
ラ
ズ
斎
院
ニ
居
玉
フ
モ
帝
ノ
御
心
ナ
ラ
ズ
卜
定
ニ
ヨ
リ
テ
ノ
コ
ト
ナ
レ
ハ
神
ノ
心
也

　

38
［
53
段
］
石
曰
後
漢
霊
帝
四
代
阿
智
王
。
来
朝
シ
丹
波
ノ
坂
上
ニ
住
居
シ
坂
上
ヲ
氏
ト
ス

坂
上
元
祖
犬
養―
苅
田
丸―

（
天
理
本
田
村
丸―

）
廣
野―

遠
道
左陸
衛奥
門守
佐

従
五
位
下

　

39
［
53
段
］
石
曰
誰
ト
モ
ナ
シ

　

40
［
54
段
］
石
曰
名
不
知

　

41
［
55
段
］
石
曰
誰
ト
モ
ナ
シ

　

42
［
56
段
］
石
曰
古
今
集
作
者
ノ
兵
衛
ハ
筑
前
守
藤
原
高
經
女　

後
撰
作
者
ノ
兵
衛
ハ
右
衛
門
佐
藤
原
兼
茂
女
也　

コ
ノ
哥
後
撰
ニ
思
ヒ
ワ
ス

レ
ニ
ケ
ル
人
ノ
モ
ト
ニ
マ
カ
リ
テ　

ヨ
ミ
人
シ
ラ
ズ　

ユ
フ
ヤ
ミ
ハ
道
モ
ミ
エ
ネ
ド
云
云

　

43
［
56
段
］
石
曰
コ
ノ
カ
ヘ
シ
哥
モ
後
セ
ン
ニ
入

　

44
［
57
段
］
石
曰
仲
興
ハ
内
膳
正
忠
望
男
也　

昌
泰
元
年
藏
人　

延
喜
三
年
大
内
記　

四
年
近
江
守
後
ニ
左
衛
門
権
佐　

桓
武
御
子
葛
原
ノ
子

　

高
棟
王―

季
長―

中
興―

女
子
哥
人

　

45
［
61
段
］
石
曰
宇
多
天
皇
オ
リ
ヰ
玉
ヒ
先
朱
雀
院
ヘ
ワ
タ
ラ
セ
玉
ヒ
延
喜
十
五
年
ニ
亭
子
院
ヘ
ウ
ツ
リ
玉
フ　

ソ
コ
ニ
御
息
所
達
ノ
御
曹
子

オ
ホ
シ
ト
モ
也　

御
曹
子
ハ
局
ヲ
云　

河
原
ノ
院
ハ
左
大
臣
融
公
ノ
家
也　

六
条
坊
門
ノ
南
万
里
小
路
ノ
東
也　

融
ノ
男
昇
大
納

言
譲
ヲ
得
テ
寛
平
法
皇
ニ
奉
リ
玉
フ　

前
四
町
後
八
町
也　

号
二
東
ノ
六
条
院ト
一　

六
条
京
極
也　

爰
ニ
ウ
ツ
リ
玉
フ
ニ
時
平
公
ノ

女
モ
ワ
タ
ラ
セ
玉
フ
ユ
ヱ
ニ
京
極
御
息
所
ト
云
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46
［
62
段
］
石
曰
ノ
ウ
サ
ン
ノ
君
隠
名
也　

宇
多
女
三
君
子
内
親
王
ノ
コ
ト
也

　

47
［
62
段
］
石
曰
浄
藏
ハ
元
享
尺
書
ニ
諫
議
大
夫
殿
中
善
宰
相
清
行
第
八
ノ
子
母
ハ
弘
仁
帝
ノ
孫
女
也
七
歳
ニ
シ
テ
求
二
出
家
一
云
云
拾
遺
集
ニ

御
導
師
ト
ア
リ

　

48
［
65
段
］
石
曰
五
郎
ハ
是
忠
ノ
五
男
ニ
テ
三
河
守
源
正
明　

正
四
位
下
大
弼
参
議

　

49
［
65
段
］
石
曰
承
香
殿
御
息
所
高
藤
ノ
女
胤
子
延
喜
ノ
母
后
号
二
承
香
殿
女
御ト
一

　

50
［
66
段
］
石
曰
後
撰
ニ
入

　

51
［
68
段
］
石
曰
贈
答
ト
モ
ニ
後
撰
ニ
入

　

52
［
70
段
］
石
曰
三
川
国
宝
飯
郡
篠
束
ト
云
所
ア
リ

　

53
［
74
段
］（
天
理
本
）
石
曰
後
撰
ニ
前
栽
ニ
紅
梅
ヲ
ウ
ヱ
テ
又
年
ヒ
ラ
キ
ケ
レ
ハ
ト
有

　

54
［
85
段
］
石
曰
桃
園
ハ
世
尊
寺
南
一
条
大
宮
也

　

55
［
85
段
］
石
曰
延
喜
帝―

二
品
兵
部
卿
代
明
親
王―

桃
園
宰
相
源
保
光

　

56
［
88
段
］
石
曰
誰
ト
モ
不
知

　

57
［
91
段
］
石
曰
新
勅
撰
ニ
兵
部
卿
元
良
親
王
ニ
文
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル
カ
ヘ
シ
ニ
ヨ
ミ
侍
リ
ケ
ル
ト
有

　

58
［
92
段
］
石
曰
ミ
ク
シ
ケ
ノ
別
当
ハ
典
侍
章ア

キ
ラ
ケ
イ
コ子

　

59
［
93
段
］
石
曰
延
喜
皇
女
雅
子
内
親
王
承
平
二
年
十
二
月
廿
五
日
卜
定
承
平
六
年
母
ノ
喪
ニ
ヨ
リ
退
ク
後
九
条
右
相
丞
師
輔
室
ト
ナ
ル
高
光

少
将
ノ
母
也

　

60
［
103
段
］
石
曰
東
京
市
市
屋
一
町
内
町
三
町
外
町
八
町
凡
テ
十
二
町
也
左
女
牛
南
四
町
油
小
路
西
四
町
也
市
屋
ハ
内
町
ノ
東
北
ノ
一
町
七
条

坊
門
ノ
南
堀
川
ノ
西
也　

西
京
市
モ
十
二
町
也
市
屋
内
町
ノ
西
北
ノ
一
町
也
内
町
外
町
如
東
京　

上
ハ
左
女
牛
下
ハ
塩
小
路
西
匣

ヨ
リ
西
野
寺
町
ヨ
リ
東
圖
形
如
東
京
市
町
京
市
司
西
市
司
守
之
云
云
職
原
抄
ニ
ミ
ユ　
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61
［
103
段
］
石
曰
當
時
武
（
○
藏
カ
／
天
理
本
藏
ナ
シ
）
守
藤
原
經
邦
ト
云
人
ア
リ

　

62
［
105
段
］
石
曰
平
中
興
前
ニ
在
人
ノ
国
ニ
ハ
カ
ナ
キ
ト
コ
ロ
ニ
ス
ミ
ケ
ル
ヲ
兼
盛
ガ
哥
ニ
返
コ
ト
セ
サ
リ
シ
女
也

　

63
［
106
段
］
石
曰
敦
固
親
王
也

　

64
［
106
段
］
石
曰
中
興
カ
女

　

65
［
108
段
］（
天
理
本
・
石
曰
）
イ
マ
君
ハ
後
撰
ニ
ハ
閑
院
ノ
ゴ
ト
ア
リ

　

66
［
108
段
］
石
曰
オ
ホ
キ
オ
ト
ゝ
ノ
内
侍
ノ
カ
ン
ノ
君
ハ
貞
信
公
ノ
女
貴
子
ナ
リ
始
文
彦
太
子
ノ
宮
ニ
入
玉
ヒ
太
子
カ
ク
レ
玉
ヒ
テ
後
天
慶
元

年
尚
侍
也
ソ
レ
ニ
イ
マ
君
ハ
サ
フ
ラ
ヒ
シ
ナ
リ

　

67
［
109
段
］
石
曰
後
セ
ン
ニ
人
ノ
牛
ヲ
カ
リ
テ
侍
ケ
ル
ニ
シ
ニ
ケ
レ
ハ
云
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル
閑
院
ノ
ミ
コ
ト
有

　

68
［
111
段
］
石
曰
一
条
ノ
北
東
洞
院
西
ノ
角

　

69
［
114
段
］
石
曰
此
哥
新
古
今
ニ
入
ル
ト

京
ヨ
コ
ト
ホ
リ　
　

七
条
坊
門　

	

（
天
理
）
北
小
路
七
条

　
左
女
牛　

外　

外	

ヨ
コ

　

堅	

塩
小
路　
　
　
　

堀
川　

　
　
　

外　

市　

内　

外　
　
　
　
　
　
　

北　
堅	

猪
隈　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

外　

内　

内　

外　
　
　
　
　
　
　
　

　
堅	

大
宮

　
　
　
　
　

外　

外　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
堅	
匣ク

シ
ケ　
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70
［
118
段
］
石
曰
宗
于
ノ
女
前
ニ
巨
城
カ
牛
ヲ
カ
リ
シ
女
南
院
ノ
今
君
ト
云
リ　

後
撰
ニ
吾
ノ
リ
シ
ノ
哥
閑
院
ノ
子
カ
作
也
南
院
ヲ
号
二
閑
院ト
一

オ
ホ
イ
君
ハ
今
君
カ
姉
也

　

71
［
119
段
］
石
曰
閑
院
ノ
オ
ホ
イ
君
宗
于
ノ
女

　

72
［
119
段
］
石
曰
藤
原
サ
ネ
キ
ハ
右
大
臣
是
公
ノ
後
胤
弾
正
忠
保
生ナ

リ

ノ
子
也

　

73
［
121
段
］
石
曰
少
貳
眞
任
系
圖
不
慥

　

74
［
122
段
］
石
曰
新
続
古
今
ニ
入
ト

　

75
［
124
段
］
石
曰
キ
タ
ノ
カ
タ
ハ
従
五
位
在
原
棟
梁
ノ
女　

権
中
納
言
敦
忠
ノ
母
也

　
　
　
　
　
　

大
納
言
右
大
将

　

76
［
125
段
］
石
曰
高
藤　
　
　

定
国

　
　
　
　
　
　
　

定
方

　
　
　
　
　
　

三
条
右
大
臣

　

77
［
126
段
］
石
曰
後
撰
ノ
ハ
大
貳
モ
コ
ゝ
ト
異
也
詞
書
ト
上
句
ヲ
カ
ヘ
テ
作
リ
物
語
ニ
書
ル
也

　

78
［
131
段
］
石
曰
延
喜
帝
也

　

79
［
137
段
］
石
曰
ト
シ
コ
ハ
延
長
ノ
コ
ロ
サ
カ
リ
ナ
ル
人　

サ
テ
親
王
ハ
天
暦
三
年
誕
生
御
出
家
ハ
三
十
三
円
融
院
ノ
比　

ト
シ
コ
甚
老
年
ナ

ル
ヘ
シ

　

80
［
137
段
］
石
曰
新
勅
撰
前
書
ニ
兵
部
卿
元
良
の
親
王
シ
ガ
ノ
山
越
ノ
方
ニ
時
〳
〵
通
ヒ
住
侍
リ
ケ
ル
家
ヲ
見
ニ
マ
カ
リ
テ
書
付
侍
ケ
ル　

ト

シ
コ
ト
有

　

81
［
138
段
］
石
曰
コ
ノ
贈
答
新
千
載
ニ
女
ニ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル
枇
杷
左
大
臣
カ
ヘ
シ
伊
勢
ト
テ
入
タ
リ
コ
コ
ハ
詞
書
ヲ
添
テ
ノ
ス
ル
ニ
ヤ

　

82
［
139
段
］
石
曰
延
喜
帝
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83
［
140
段
］
石
曰
貞
子

　

84
［
144
段
］
石
曰
二
ノ
句
甲
斐
ヲ
立
入
テ
ヨ
メ
ル

　

85
［
148
段
］
此
書
留
タ
ル
ニ
返
哥
ハ
後
人
ノ
拾
遺
ニ
ヨ
リ
カ
キ
加
ヘ
シ
モ
ノ
カ
（
天
理
本
・
石
曰
イ
カ
ゞ
成
ケ
ン
シ
ラ
ズ
ト
書
ト
メ
タ
ル
ニ
コ

ノ
返
哥
ハ
後
人
拾
遺
ニ
ヨ
リ
カ
キ
ク
シ
ヘ
シ
ナ
ラ
ム
ト
）

　

86
［
155
段
］
石
曰
誰
ト
不
知

　

87
［
159
段
］
石
曰
染
殿
ノ
内
侍
ハ
典
侍
藤
原
因
香
朝
臣
也
寛
平
九
年
従
四
位
下
母
ハ
尼
敬
信
ト
又
曰
因
香
ハ
高
藤
ノ
女
也

　

88
［
159
段
］
石
曰
能
有
ハ
文
德
第
三
ノ
御
子
右
大
臣
左
大
將

　

89
［
160
段
］
石
曰
後
撰
ニ
女
ノ
モ
ト
ヨ
リ
イ
ヒ
オ
コ
セ
テ
侍
ケ
ル
ヨ
ミ
人
不
知
ア
キ
ハ
ギ
ヲ
云
云
カ
ヘ
シ
在
原
業
平
朝
臣
ア
キ
ハ
キ
ヲ
イ
ロ
ト

ル
風
ハ
吹
ヌ
ト
モ
云
々

　

90
［
165
段
］
石
曰
三
代
実
録
ニ
元
慶
四
年
五
月
廿
八
日
従
四
位
上
兵
衞
権
中
将
兼
美
濃
権
守
在
原
朝
臣
業
平
卒
ス
五
十
六
歳

　

91
［
168
段
］
石
曰
五
條
ノ
后
ハ
左
大
臣
冬
嗣
公
女
順
子
也

　

92
［
170
段
］
石
曰
兵
衛
命
婦
筑
前
守
藤
原
高
經
女
古
今
作
者
也
後
撰
ニ
入
タ
ル
兵
衛
ハ
藤
原
兼
茂
女
也
拾
遺
ノ
兵
衛
内
侍
ハ
信
濃
守
源
隆
俊
女

也
ト

　

93
［
170
段
］
石
曰
命
婦
ハ
中
臈
也
職
員
令
ニ
婦
人
帯
五
位
以
上
為
内
命
婦
五
位
以
上
ノ
妻
曰
外
命
婦
云
云

と
な
る
。
１
の
「
石
曰
カ
タ
帆
ニ
カ
ケ
シ
舟
也
ト
」
だ
が
、
高
橋
正
治
蔵
本
に
は
、「
か
た
か
け
の
舟
に
や
の
れ
る
の
哥　

汀
の
舟
也
白
浪
に　

さ
は
か
れ
出
る
を
た
と
へ
て
さ
は
く
と
き
の
み
思
ひ
出
る
君
と
也
下
照
姫
の
哥
に
い
し
か
は
か
た
ふ
ち
か
た
ふ
ち
に
あ
み
は
り
わ
た
し
と
あ
り　

か
た
か
け
は
か
た
ふ
ち
也
此
方
の
さ
ま
を
相万

葉
ニ
モ
ン
哥
こ
と
ニ
云
テ
恋
ヲ
ス
ル
相
聞
ト
云
也

聞
と
い
ふ
と
な
り
」
と

（
２
）

あ
っ
て
、
異
な
る
。
し
か
し
黒
川
本
は
、「
哥
の
心
ハ
片
帆
か
け
て
行

舟
也
片
帆
か
け
て
行
舟
の
時
ハ
す
む　

又
の
義
瀉

（
マ
マ
潟
）

陰
也　

其
時
ハ
濁
る
也　

瀉
陰
ハ
塩
の
深
く
浪
の
立
處
也　

古
六
帖　

汐
瀬
漕　

かタ

たナ

かな

けし

小
舟
な
か
ほ
と
も
い
た
く
な
侘
そ
梶
と
り
行
か
ん　

此
哥
に
て
思
合
す
れ
は
片
か
け
は
片
帆
に
か
け
た
る
舟
也
な
る
へ
し　

然
は
け
の
字
清
て

恋
ノ
事



架
蔵
古
活
字
本
大
和
物
語
書
き
入
れ
に
つ
い
て

一
一

可
然
也

（
３
）

」
と
あ
っ
て
、
同
一
と
な
る
。
以
下
、
高
橋
本
・
内
閣
文
庫
本
・
加
茂
季
鷹
文
庫
本

（
４
）

・
日
大
本

（
５
）

と
、
５
・
７
・
８
・
10
・
11
・
13
・
14
・

16
・
18
・
22
・
25
・
26
・
34
・
35
・
37
・
39
・
40
・
41
・
42
・
45
・
51
・
54
・
56
・
58
・
61
・
63
・
65
・
66
・
68
・
70
・
71
・
75
・
77
・
78
・

79
・
82
・
84
・
86
・
90
・
91
・
92
・
93
の
事
例
は
一
致
す
る
。
２
の
事
例
は
、
傍
線
部
が
黒
川
本
に
あ
っ
て
、
そ
の
他
は
無
い
。
同
様
に
、
一
部

が
黒
川
本
に
付
加
さ
れ
た
部
分
と
一
致
す
る
事
例
は
、
４
・
９
・
12
・
15
・
33
・
44
・
46
・
48
・
52
・
59
・
62
・
87
の
一
二
事
例
、
ま
た
、
黒
川

本
の
み
に
記
さ
れ
た
他
出
文
献
と
一
致
す
る
事
例
は
、
３
・
６
・
17
・
19
・
20
・
21
・
23
・
24
・
28
・
30
・
32
・
43
・
50
・
53
・
57
・
67
・
69
・

74
・
80
・
81
・
85
・
89
の
二
二
事
例
、
黒
川
本
に
の
み
一
致
す
る
の
は
、
27
・
31
・
36
・
38
・
49
・
53
・
55
・
60
・
64
・
72
・
73
・
76
・
83
・

88
・
89
の
一
五
事
例
で
あ
る
。
以
上
の
結
果
か
ら
、
石
田
某
所
蔵
の
大
和
物
語
は
、『
大
和
物
語
鈔
』
で
あ
り
、
そ
れ
も
実
践
女
子
大
学
蔵
黒
川

本
に
酷
似
し
て
い
る
。
一
・
二
事
例
を
例
示
す
る
と
、
27
の
「
第
十
三
皇
子
行
明
也
」
は
、
高
橋
本
・
古
典
文
庫
本
・
日
大
本
な
ど
は
「
延
喜
第

十
三
量マ

マ

明
親
王
」
と
す
る
。
黒
川
本
は
、「
十
三
ノ
御
子
ハ
延
喜
皇
子
十
三
男
行
明
親
王
ナ
リ　

兼
輔
ハ
（
女
ハ
）
行
明
ノ
母
公
也
依
之
十
三
ノ

御
子
ノ
母
ト
書
タ
リ　

書
本
ノ
大
系
ヲ
勘
ニ
十
三
ノ
御
子
ハ
行
明
ト
有　

判
大
系
圖
ニ
ハ
十
三
ノ
御
子
ハ
廣
平
親
王
ト
有
テ
母
ハ
元
方
女
ト
ア
リ

　

或
行
明
ハ
十
一
ノ
御
子
ト
云
　々

又
判
ノ
抄
ニ
ハ
章
明
親
王
ト
有　

母
ハ
桑
子
兼
輔
女
ト
有　

又
判
系
圖
ニ
ハ
章
明
ハ
十
二
ノ
御
子
也　

行
明

ノ
母
ハ
時
平
女
褒
子
ト
有
」
と
し
て
、
行
明
親
王
を
上
げ
る
。
31
も
、
高
橋
本
「
刑
部
の
君　

菅
家
の
御
女
也
」
と
あ
る
だ
け
だ
が
、
黒
川
本
は
、

「
寛
平
ノ
御
女
傾キ

ン

子
ノ
母
女
御
衍エ

ン

子　

菅
丞
相
女
ト
系
圖
ニ
ア
リ　

此
人
ノ
コ
ト
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
あ
る
。
53
の
事
例
だ
が
、
黒
川
本
と
一
致
す
る
。

60
の
「
職
原
抄
ニ
ミ
ユ
」
と
い
う
の
は
、
高
橋
本
は
「
以京

職
ト
テ
本
ア
リ
右
京
左
京
ノ
コ
ト
ヲ
書
タ
ル
書
也

上
京
職
の
圖
に
み
え
た
り
」
と
あ
り
、
諸
本
「
京
職
」
と
い
う
本
と
す
る
が
、
黒
川
本

は
「
職
原
ニ
見
ヘ
タ
リ
」
と
す
る
。
も
と
よ
り
図
は
職
原
抄
に
は
な
く
、
黒
川
本
と
同
様
で
、
石
田
某
所
持
本
の
注
釈
は
、
黒
川
本
と
同
系
統
の

も
の
と
理
解
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。「
石
曰
」
と
記
さ
な
い
も
の
で
、『
大
和
物
語
鈔
』
と
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
書
き
入
れ
は
、

　

１
［
10
段
］
古
ニ
飛
鳥
川
渕
ニ
モ
ア
ラ
ヌ
我
宿
モ
瀬
ニ
カ
ハ
リ
行
モ
ノ
ニ
ソ
有
リ
ケ
ル　
（
天
理
本
・
伊
勢
）
新
ニ
住
ワ
ヒ
テ
吾
サ
ヘ
軒
ノ
忍

草
忍
フ
カ
タ
〳
〵
オ
ホ
キ
宿
カ
ナ　

周
坊
内
侍

　

２
［
35
段
］
新
勅
撰
ニ
此
哥
ア
リ
ト



架
蔵
古
活
字
本
大
和
物
語
書
き
入
れ
に
つ
い
て

一
二

　

３
［
87
段
］
遠
ザ
カ
ル
意
也

　

４
［
89
段
］
拾
遺
詞
書
ニ
蔵
人
所
ニ
侍
ケ
ル
人
ノ
ヒ
ヲ
ノ
使
ニ
マ
カ
リ
ケ
ル
ト
テ
京
ニ
侍
ナ
カ
ラ
オ
ト
モ
シ
侍
ラ
サ
リ
ケ
レ
ハ
イ
カ
デ
猶
ア
シ

ロ
ノ
…
…

　

５
［
89
段
］
拾
遺
ニ
此
カ
ヘ
シ
ナ
シ

　

６
［
89
段
］
後
朝
ノ
哥
也

　

７
［
92
段
］
後
セ
ン
冬
ノ
終
ニ
入
撰
詞
書
ニ
ミ
ク
シ
ケ
ト
ノ
ゝ
別
当
ニ
年
ヲ
ヘ
テ
云
わ
た
り
侍
ケ
ル
ヲ
え
あ
ハ
す
し
て
其
年
の
し
は
す
に
つ
こ

も
り
の
日
つ
か
ハ
し
け
る
藤
原
敦
忠
朝
臣
も
の
思
ふ
ト
云
云

　

８
［
92
段
］
後
セ
ン
詞
シ
ノ
ヒ
テ
ミ
ク
シ
ケ
ト
ノ
ゝ
ヘ
タ
ウ
ニ
ア
ヒ
カ
タ
ラ
フ
ト
キ
キ
テ
父
ノ
左
大
臣
ノ
セ
イ
シ
侍
ケ
レ
ハ
敦
忠
朝
臣

　

９
［
92
段
］
後
撰
恋
四
詞
書
ミ
ク
シ
ケ
殿
ニ
ハ
シ
メ
テ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル
敦
忠
朝
臣

　

10
［
93
段
］
後
撰
詞
書　

西
四
条
ノ
前
斎
宮
マ
タ
ミ
コ
ニ
モ
ノ
シ
玉
ヒ
シ
ト
キ
心
サ
シ
有
テ
思
フ
コ
ト
侍
ケ
ル
間
ニ
斎
宮
ニ
定
リ
玉
ヒ
ケ
レ
ハ

ソ
ノ
ア
ク
ル
ア
シ
タ
サ
カ
キ
ノ
枝
ニ
ツ
ケ
テ
サ
シ
オ
カ
セ
ケ
ル
敦
忠
朝
臣

　

11
［
96
段
］
式
部
卿
通
ひ
給
は
ず
な
り
し
也
／
式
部
卿
宮
お
は
し
ま
さ
す
な
り
た
る
と
也　
（
黒
川
本
・
塗
消
）

　

12
［
125
段
］
不ユ

ク
リ
ナ
ク意　

紀　
（
鈔
：
不
意
也　

黒
川
本
・
不ゆ

く
り意

）

　

13
［
139
段
］
拾
遺
詞　

延
喜
御
時
承
香
殿
女
御
ノ
方
ナ
リ
ケ
ル
女
ニ
元
良
ノ
ミ
コ
マ
カ
リ
カ
ヨ
ヒ
侍
ケ
ル　

タ
エ
テ
後
云
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル　

承

香
殿
中
納
言

　

14
［
139
段
］
後
撰
詞　

ワ
ス
レ
カ
タ
ニ
ナ
リ
侍
リ
ケ
ル
男
ニ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル　

承
香
殿
中
納
言

　

15
［
140
段
］
昇
ハ
融
公
ノ
男

　

16
［
144
段
］
ヲ
フ
サ
ヲ
カ
ク
シ
テ
ヨ
メ
リ

　

17
［
144
段
］
古
今
詞
書　

カ
ヒ
ノ
国
ニ
ア
ヒ
シ
リ
テ
侍
ケ
ル
人
ト
ム
ラ
ハ
ン
ト
テ
マ
カ
リ
ケ
ル
道
中
ニ
テ
俄
ニ
病
ヲ
シ
テ
今
〳
〵
ト
成
テ
ケ
レ



架
蔵
古
活
字
本
大
和
物
語
書
き
入
れ
に
つ
い
て

一
三

ハ
ヨ
ミ
テ
京
ニ
モ
テ
マ
カ
リ
テ
母
ニ
見
セ
ヨ
ト
云
テ
人
ニ
ツ
ケ
侍
ケ
ル
哥　

在
原
滋
春

　

18
［
145
段
］
新
古
今
躬
恒
ア
ハ
ヂ
ニ
テ
ア
ハ
ト
ハ
ル
カ
ニ
見
シ
月
ノ
近
キ
コ
ヨ
ヒ
ハ
ト
コ
ロ
カ
ラ
カ
モ

　

19
［
145
段
］
古
今
詞
書　

源
ノ
サ
ネ
キ
ガ
ツ
ク
シ
ヘ
ユ
ア
ミ
シ
ニ
ト
テ
マ
カ
リ
ケ
ル
ト
キ
ニ
山
サ
キ
ニ
テ
ワ
カ
レ
ヲ
シ
ミ
ケ
ル
所
ニ
テ
ヨ
メ

ル

シ
ロ
メ　

イ
ノ
チ
ダ
ニ
…
…

　

20
［
148
段
］
伊
物
ノ
詞

　

21
［
148
段
］
益
ナ
キ
也　

イ
セ
物
又
末
ツ
ム

　

22
［
163
段
］
古
今
人
ノ
セ
ン
サ
イ
ニ
菊
ウ
エ
ケ
ル
ニ
ム
ス
ビ
ツ
ケ
テ
ト
有

　

23
［
171
段
］
ヤ
マ
ト
父
ハ
シ
ラ
ズ　

後
撰
に　

ア
ツ
ヨ
シ
ノ
ミ
コ
ノ
家
ニ
ヤ
マ
ト
ト
云
人
ニ
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル　

左
大
臣　

今
サ
ラ
ニ
思
ヒ
出
シ

ト
シ
ノ
ブ
ル
ヲ
恋
シ
キ
ニ
コ
ソ
ワ
ス
レ
ワ
ビ
ヌ
レ

の
二
三
事
例
。
こ
の
う
ち
黒
川
本
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
は
、
２
・
３
・
６
・
８
・
９
・
10
・
13
・
14
・
18
・
21
の
一
〇
事
例
で
、
１
の
よ
う
に
、

傍
線
を
付
し
た
付
加
部
分
が
一
致
す
る
よ
う
な
、
親
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
黒
川
本
と
の
関
係
で
、
一
・
二
指
摘
す
る
と
、
３
の
「
遠
ザ
カ

ル
意
也
」
で
あ
る
が
、
黒
川
本
で
も
朱
筆
で
「
遠
ク
ナ
ル
ラ
ン
也
」
と
記
さ
れ
た
も
の
で
、
他
に
は
無
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
11
の
注
で
あ
る

が
、
高
橋
本
に
拠
る
と
「
九
君
侍
従
の
君
に
あ
ひ
給
ふ
比
御
息
所
に
式
部
卿
宮
お
は
し
ま
さ
す
成
た
る
と
也
」
と
あ
り
、
黒
川
本
は
、「
九
君
侍

従
の
君
に
あ
ひ
給
ふ
比
御
息
所
に
式
部
卿
宮
お
は
し
ま
さ
す
成
た
る
と
也
」
が
胡
粉
で
塗
消
さ
れ
て
い
る
。
架
蔵
古
活
字
本
の
元
と
な
る
田
中
道

麿
に
よ
る
拔
き
書
き
か
、
そ
の
前
の
拔
き
書
き
が
部
分
的
で
あ
っ
た
た
め
か
、
確
証
ま
で
に
は
至
ら
な
い
が
、
概
ね
、
黒
川
本
と
石
田
某
所
持
本

が
同
一
の
も
の
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
黒
川
本
は
、
架
蔵
本
「
石
曰
ト
ア
ル
ハ
江
戸
ニ
テ
石
田
某
ノ
本
ヲ

師
ノ
カ
リ
テ
ソ
ガ
中
ノ
説
ヲ
記
ス
」
の
元
と
な
っ
た
天
理
本
「
石
曰
ト
ア
ル
ハ
江
戸
ニ
テ
石
田
氏
某
ノ
本
ヲ
カ
リ
テ
ソ
ガ
中
ノ
説
ヲ
記
ス
」
に
よ

っ
て
、
田
中
道
麿
が
石
田
氏
某
か
ら
借
り
た
「
五
年
丙
申
正
月
十
四
日
於
茅
生
庵
挍
合
道
麻
呂
」（
天
理
本
）
と
あ
る
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）

に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



架
蔵
古
活
字
本
大
和
物
語
書
き
入
れ
に
つ
い
て

一
四

　

楫
取
魚
彦
と
田
中
道
麿
と
の
大
和
物
語
会
読
で
、
付
け
ら
れ
た
魚
彦
の
注
は
、

　

１
［
103
段
］
魚
曰
大
カ
タ
ト
云
コ
ト
土
佐
日
記
源
氏
ナ
ト
モ
大
カ
タ
ナ
ラ
ヌ
ト
云
ニ
大
カ
タ
ト
ノ
ミ
云
ル
コ
ノ
比
ノ
俗
ナ
ル
ヘ
シ
コ
ゝ
モ
大
カ

タ
ナ
ラ
ス
ハ
オ
ボ
シ
ソ
ト
ナ
ク
サ
ム
ル
ナ
ラ
ン
カ
フ
カ
ク
オ
ホ
シ
ソ
ト
云
ホ
ト
ノ
コ
ト

　

２
［
148
段
］
追
考　

万
十
七
ノ
七
丁
玉
ハ
ヤ
ス
ム
コ
ノ
ワ
タ
リ
ニ
天
ツ
タ
フ
日
ノ
ク
レ
ユ
ク
ハ
家
ヲ
シ
ソ
思
フ
ト
有
コ
ノ
ワ○

○
○

○
○

○

タ
リ
ア
タ
リ
ノ
意

ナ
ラ
ン
ヲ
モ
ノ○

ノ
字
入
タ
リ
渡
リ
ニ
ハ
ア
ラ
ジ
佐
野
ノ
ワ
タ
リ
ト
モ
云
リ

　

３
［
151
段
］（
コ
レ
モ
亦
作
リ
コ
ト
也　

哥
ハ
古
今
ニ
ヨ
ミ
人
不
知
ト
云
哥
ヲ
ト
リ
タ
リ
皆
人
丸
ノ
時
代
モ
シ
ラ
ヌ
ヲ
コ
ノ
人
ノ
ワ
ザ
ゾ
注
ニ

人
丸
ノ
哥
ト
云
モ
コ
ゝ
ヨ
リ
書
シ
物
也
〈
直
解
〉）
魚
彦
曰
ソ
ノ
注
古
本
ニ
ハ
ナ
シ

　

４
［
152
段
］（
魚
曰
）
陸
奧
ニ
此
郡
ナ
シ
是
モ
作
リ
コ
ト
也
（
天
理
本
「
魚
曰
」
と
あ
る
）

　

５
［
157
段
］
ア
カ
ラ
メ
魚
曰
続
紀
三
十
六
六廿　

能
登
内
親
王
薨
時
詔
之
中
ニ
今
日
加　

有
牟　

明
日
加

有
牟

止　

所
食
念
都　々

待
比　

賜
問
尓　

安
加

良
米
佐
須
加
事
久　

於
与
豆
礼
加

毛　

云
云
［（
天
理
本
）
師
解
六
卅
三
詳
］

　

６
［
162
段
］
魚
曰
伊
勢
物
ニ
ハ
ア
ル
ヤ
ム
コ
ト
ナ
キ
人
ノ
御
ツ
ホ
ネ
ヨ
リ
ワ
ス
レ
ク
サ
ヲ
忍
ブ
ク
サ
ト
ヤ
云
ト
テ
イ
ダ
サ
セ
玉
ヘ
リ
ケ
レ
ハ
玉

ハ
リ
テ
ト
有
カ
ク
テ
コ
ソ
哥
モ
ト
カ
レ
メ

　

７
［
166
段
］（
魚
彦
曰
）
古
今
ニ
ハ
ム
カ
ヒ
ニ
タ
テ
リ
ケ
ル
車
ノ
下
ス
ダ
レ
ヨ
リ
女
ノ
顔
ノ
ホ
ノ
カ
ニ
見
エ
ケ
レ
ハ
ト
有
伊
物
ノ
詞
モ
同
意
也

カ
ク
テ
コ
ソ
哥
ニ
宜
シ
ケ
レ
（
天
理
本
「
魚
彦
曰
」
と
あ
る
）

　

８
［
169
段
］（
古
活
字
本
「
女
共
あ
な
る
い
ふ
や
う
」）（
魚
曰
）
ア
ナ
ル
ノ
方
ハ
下
ノ
ガ
落
タ
リ
（
天
理
本
「
魚
曰
」
と
あ
る
）

　

９
［
170
段
］
魚
曰
此
詞
（
か
く
て
ひ
さ
し
う
ま
い
り
た
ま
は
ざ
り
け
る
こ
ろ
）
コ
ゝ
ニ
イ
カ
ゞ
ト
ヒ
玉
ハ
ザ
リ
ケ
ル
ナ
ド
云
ヘ
シ

と
九
事
例
認
め
ら
れ
る
。
１
の
よ
う
に
、
語
意
味
の
解
説
に
触
れ
る
の
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
刊
行
の
井
上
文
雄
の
『
冠
註
大
和
物
語
』

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。『
古
言
梯
』
の
奥
付
に
「
明
和
の
は
じ
め
の
と
し
の
八
月
に
あ
つ
め
終
ぬ　

下
つ
總
の
國
な
る
楫
取
魚
彦
」
と
記
す
魚

彦
だ
け
に
、
１
・
２
・
５
事
例
と
語
彙
に
注
目
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
両
事
例
の
語
に
つ
い
て
は
、『
古
言
梯
』
に
は
な
い
。
４
の
磐
手
郡
に
つ



架
蔵
古
活
字
本
大
和
物
語
書
き
入
れ
に
つ
い
て

一
五

い
て
は
、『
倭
名
類
聚
鈔
』
に
は
「
岩
城
〈
伊
波
岐
〉・「
磐
井
」〈
伊
波
井
〉
は
あ
る
が
、「
磐
手
」
は
見
ら
れ
な
い

（
６
）

。『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

に
よ
る
と
、

岩
手
郡
の
は
っ
き
り
し
た
形
で
の
初
見
は
「
吾
妻
鏡
」
文
治
５
年
９
月
23
日
条
で
あ
る
。
こ
の
時
、
平
泉
を
征
定
し
た
源
頼
朝
を
案
内
し
た

平
泉
の
故
実
家
が
、
藤
原
氏
の
支
配
の
お
こ
り
が
「
奥
六
郡
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
と
あ
り
、
そ
の
６
郡
と
は
、
伊
沢
・
和
賀
・
江

刺
・
稗
抜
・
志
和
・
岩
手
の
６
郡
だ
と
し
て
い
る
。（
中
略
）
平
安
後
期
、
11
世
紀
末
頃
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
は
ず
の
「
陸
奥
話
記
」

に
は
、「
六
箇
郡
の
司
に
安
倍
頼
良
な
る
者
あ
り
」
と
あ
り
、
こ
の
「
六
箇
郡
」
が
「
奥
六
郡
」
に
当
た
る
こ
と
は
、「
後
三
年
記
」
に
明
瞭

で
あ
る
の
で
、
11
世
紀
半
ば
、
安
倍
氏
が
前
九
年
の
役
を
お
こ
す
時
ま
で
に
岩
手
郡
の
存
在
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
安
倍

氏
の
そ
の
支
配
権
は
、
祖
父
忠
頼
の
こ
ろ
か
ら
の
も
の
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
奥
六
郡
す
な
わ
ち
岩
手
郡
の
存
在
も
10
世
紀
末
～
11

世
紀
初
頃
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
い
っ
て
よ
い

（
７
）

。

と
あ
り
、『
大
日
本
史
料
』
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）
九
・
二
七
の
条
に
は
「
国
衙
新
田
孫
五
郎
ニ
令
シ
テ
岩
手
郡
仁
王
卿
ノ
地
ヲ
後
藤
基
泰
ニ

付
セ
シ
ム

（
８
）

」（
九
一
五
頁
）
と
あ
る
が
、『
延
喜
式
』
に
も
見
ら
れ
ず
、「
磐
城
郡
」・「
磐
瀬
郡
」
は
『
続
日
本
紀
』
に
も
見
ら
れ
る
が
、「
磐
手
」

は
、『
大
和
物
語
』
一
五
二
段
の
み
の
事
例
で
、
魚
彦
の
「
是
モ
作
リ
コ
ト
也
」
は
、『
俊
頼
髄
脳
』
や
『
袖
中
抄
』
に
あ
る
「
野
守
の
鏡

（
９
）

」
な

ど
も
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
５
は
、『
続
日
本
紀
』
天
応
元
年
（
七
八
一
）
二
月
十
七
日
の
条
を
指
摘
す
る
。『
大
和
物
語
』
で
は
、「
女

か
ら
情
が
離
れ
る
こ
と
な
く
添
い
遂
げ
た
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
指
摘
事
例
は
、
能
登
内
親
王
薨
去
に
あ
た
っ
て
「
不
意
に
見
え
な
い
所
に
行
っ

て
し
ま
う
」
と
い
う
の
で
、
意
味
的
に
は
異
な
る
が
、
語
彙
と
し
て
事
例
を
あ
げ
た
も
の
か
。
６
は
、
木
崎
雅
興
が
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
起

稿
の
『
大
和
物
語
虚
静
抄
』
で
『
伊
勢
物
語
』
を
指
摘
し
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
成
立
の
前
田
夏
蔭
『
大
和
物
語
錦
繍
抄
』
が
、
文
政
元
年

（
一
八
一
八
）
刊
行
の
藤
井
高
尚
『
伊
勢
物
語
新
釋
』
を
引
い
て
説
明
す
る
。
夏
蔭
の
説
よ
り
先
に
「
カ
ク
テ
コ
ソ
哥
モ
ト
カ
レ
メ
」
と
す
る
魚

彦
が
正
し
く
、『
大
和
物
語
』
は
蛇
足
の
誤
解
解
釈
で
あ
る
。
７
も
同
様
に
『
大
和
物
語
』
が
本
来
と
は
異
な
る
形
へ
と
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

田
中
道
麿
の
注
は
、
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１
［
１
段
］
道
麿
曰
後
撰
ニ
亭
子
院
ノ
ミ
カ
ト
オ
リ
ヰ
玉
フ
ケ
ル
年
ノ
秋
弘
微マ

マ

殿
ノ
カ
ベ
ニ
書
付
ケ
ル
伊
セ　

ワ
カ
ル
レ
ド
…
…　

ミ
カ
ド
御

覧
シ
テ
御
カ
ヘ
シ　

身
ヒ
ト
ツ
…
…

　

２
［
４
段
］
道
曰
後
撰
集
詞
書
ニ
小
野
ノ
ヨ
シ
フ
ル
ノ
朝
臣
西
ノ
国
ノ
ウ
テ
ノ
使
ニ
マ
カ
リ
テ
二
年
ト
云
ト
シ
四
位
ニ
ハ
必
マ
カ
リ
ナ
ル
ヘ
カ

リ
ケ
ル
ヲ
サ
モ
ア
ラ
ス
ナ
リ
ニ
ケ
レ
ハ
カ
ゝ
ル
コ
ト
ノ
安
カ
ラ
ヌ
ヨ
シ
ヲ
ウ
レ
ヘ
オ
ク
リ
テ
侍
リ
ケ
ル
フ
ミ
ノ
返
リ
コ
ト
ノ
ウ
ラ

ニ
書
付
ツ
カ
ハ
シ
ケ
ル　

源
公
忠
朝
臣

　

３
［
８
段
］
道
曰
コ
ノ
哥
ノ
サ
ガ
ハ
性
ノ
義　

宮
ノ
オ
ト
ツ
レ
玉
ハ
ズ
ト
モ
何
ゾ
ウ
ラ
ミ
ン
ワ
ガ
サ
ガ
コ
ソ
ツ
ラ
ケ
レ
ト
モ
也

　

４
［
14
段
］
道
曰
此
ノ
本
ノ
下
巻
廿
丁
ウ
昔
ナ
ラ
ノ
ミ
カ
ト
ニ
ツ
カ
フ
マ
ツ
ル
采
女
ア
リ
ケ
リ
云
云
ノ
段
ヲ
見
テ
此
ヲ
解
ベ
シ

　

５
［
19
段
］
道
曰
恋
モ
セ
ヌ
身
ト
ハ
人
ニ
ワ
ス
ラ
レ
シ
ヲ
恨
ツ
ゝ
ウ
ラ
ヨ
リ
云
也

　

６
［
21
段
］
道
曰
コ
ハ
続
古
ニ
誤
テ
遍
昭
ト
セ
シ
也　

万
四
廿
六
オ
黒
カ
ミ
ニ
白
カ
ミ
マ
ジ
リ
オ
ユ
ル
マ
テ
カ
ゝ
ル
恋
ニ
ハ
イ
マ
タ
ア
ハ
ナ
ク

ニ
万
四
ノ
四
十
五
丁
恋
ハ
今
ハ
ア
ラ
シ
ト
吾
ハ
思
シ
ヲ
イ
ツ
コ
ノ
恋
ソ
ツ
カ
ミ
カ
カ
レ
ル

　

７
［
21
段
］
道
曰
良
少
將
ヲ
義
方
也
ト
季
吟
モ
契
沖
モ
云
リ
石
説
ハ
続
古
今
ニ
ヨ
リ
テ
宗
貞
也
ト
シ
テ
季
吟
ヲ
ヤ
ブ
レ
リ
道
丸
思
フ
ニ
吾
ハ
契

沖
ニ
従
ハ
ン
其
ユ
ヱ
ハ
此
コ
タ
ヘ
哥
宗
貞
ノ
口
ツ
キ
ト
思
ハ
レ
ネ
バ
也
（
天
理
本
に
有
）

　

８
［
24
段
］
道
曰
卒
句
声
キ
カ
セ
ケ
ン
ト
カ
オ
ト
キ
コ
エ
ケ
ン
ト
カ
ア
ラ
マ
ホ
シ
（
天
理
本
に
有
）

　

９
［
36
段
］
道
曰
竹
ノ
宮
ト
云
ハ
多
氣
郡
ト
云
ヨ
リ
ノ
名

　

10
［
40
段
］
道
曰
後
撰
詞
書　

カ
ツ
ラ
ノ
ミ
コ
ノ
ホ
タ
ル
ヲ
ト
ラ
ヘ
テ
ト
云
侍
リ
ケ
レ
ハ
ワ
ラ
ハ
ノ
カ
サ
ミ
ノ
袖
ニ
ツ
ゝ
ミ
テ
ヨ
ミ
人
不
知

ツ
ゝ
メ
ト
モ
…
…
…
…
…
…

　

11
［
49
段
］
道
曰
或
人
云
斎
院
ハ
弘
仁
元
年
ニ
嵯
峨
天
皇
御
女
有
智
内
親
王
ヨ
リ
始
ル
サ
テ
ソ
ノ
ツ
ギ
〳
〵
ヲ
記
シ
タ
ル
物
ニ
尹
子
ト
云
不
見

也
斎
院
第
十
世
ニ
ア
タ
リ
テ
君
子
内
親
王
ハ
宇
多
ノ
御
女
ニ
テ
寛
平
五
年
卜
定
ト
有
尹
ハ
君
ノ
誤
カ
君
ハ
尹
ノ
誤
カ
可
考

　

12
［
58
段
］
道
曰
ウ
シ
ロ
メ
タ
キ
ハ
心
モ
ト
ナ
キ
也
ソ
ノ
娘
ノ
サ
カ
リ
ス
ギ
ン
コ
ト
ヲ
ソ
ヘ
テ
ヨ
メ
リ
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13
［
87
段
］
道
曰
キ
エ
ヌ
ベ
シ
ト
云
ン
如
ク
心
ギ
エ
ス
ル
也

　

14
［
103
段
］
道
曰
女
カ
リ
ト
云
テ
タ
リ
ナ
ン
ト

　

15
［
105
段
］
道
曰
後
撰
恋
四
浄
蔵
ク
ラ
マ
ノ
山
ヘ
ナ
ン
イ
ル
ト
云
リ
ケ
レ
ハ
平
中
興
カ
ム
ス
メ

　

16
［
121
段
］
道
曰
サ
ネ
タ
ウ
未
考
サ
レ
ト
人
ノ
名
ト
キ
コ
ユ
レ
バ
假
字
ハ
サ○

○
○

○

ネ
タ
フ
カ

　

17
［
142
段
］（
道
曰
）
堪
忍
ビ
テ
返
事
モ
セ
ヌ
ヲ
云
（
天
理
本
「
道
曰
」
と
あ
る
）

　

18
［
144
段
］
道
曰
タ
エ
テ
ハ
タ
ヘ
テ
ナ
ル
ヘ
シ

　

19
［
149
段
］
道
曰
（
あ
り
し
女
の
が
り
の
「
の
」）
衍
ナ
ラ
ン

　

20
［
162
段
］
道
曰
シ
ノ
ブ
草
ハ
本
草
ニ
金
星
草
ト
ア
ル
草
ヲ
云
也
葉
ノ
表

（
マ
マ
）

ニ
金
色
ノ
星
ア
リ
ト

の
二
〇
事
例
が
見
ら
れ
る
。
他
出
文
献
に
関
わ
る
も
の
は
、
１
・
２
・
６
・
10
・
15
の
五
事
例
、
10
は
、
参
考
歌
と
し
て
万
葉
歌
を
上
げ
て
い
る
。

７
の
「
石
説
ハ
続
古
今
ニ
ヨ
リ
テ
宗
貞
也
ト
シ
テ
季
吟
ヲ
ヤ
ブ
レ
リ
」
と
あ
る
の
も
、
高
橋
本
に
は
な
く
、
黒
川
本
に
の
み
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

11
の
「
尹
子
云
々
」
も
、
黒
川
本
の
み
が
、「
續
古
今
前
書
に
尹

（
マ
マ
君
）

子
内
親
王
賀
茂
ノ
斎
院
に
お
ハ
し
ま
し
け
る
時
菊
の
花
に
付
て
奉
ら
せ
給
ひ

け
る
亭
子
院
御
哥
ト
有
」「
續
古
今
ヲ
勘
ル
ニ
此
斎
院
ハ
惟
彦
ノ
御
女
ナ
ル
ヘ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尹
子
ハ
惟
彦
ノ
御
女
ナ
ル
ヘ
シ
ト
有　

齋
院
ノ
姫
ハ
嵯
峨

ノ
皇
女
有
智
内
親
王
也
」
と
あ
る
。
３
「
コ
ノ
哥
ノ
サ
ガ
ハ
性
ノ
義
」
は
、『
直
解
』
に
よ
る
も
の
。「
ワ
ガ
サ
ガ
コ
ソ
ツ
ラ
ケ
レ
ト
モ
也
」
は
、

誤
り
で
あ
る
。
４
は
、
お
お
つ
ふ
ね
の
歌
を
一
五
〇
段
の
采
女
入
水
に
よ
っ
て
理
解
す
べ
き
と
指
摘
し
た
も
の
。
５
は
、
下
の
句
「
す
ず
ろ
に
も

の
の
か
な
し
き
や
な
ぞ
」
の
解
釈
、
恨
み
な
が
ら
も
恋
す
る
思
い
を
指
摘
し
た
。
８
の
「
卒
句
」
は
漢
籍
で
用
い
ら
れ
る
「
卒
章
」
に
よ
る
言
い

方
か
、
道
麿
は
二
箇
所
に
用
い
て
い
る
。
第
五
句
「
声
も
を
し
ま
ぬ
」
に
対
す
る
注
で
あ
ろ
う
が
、
醍
醐
帝
が
お
い
で
に
な
ら
な
い
時
の
女
御
能

子
が
我
が
身
を
郭
公
と
し
て
の
詠
歌
で
あ
る
の
で
誤
り
だ
ろ
う
。
９
は
「
た
け
の
宮
」
の
説
明
。
12
は
、
平
兼
盛
の
「
花
ざ
か
り
す
ぎ
も
や
す
る

と
か
は
づ
な
く
井
出
の
欵
冬
う
し
ろ
め
た
し
も
」
の
第
五
句
の
解
釈
を
記
し
た
も
の
で
、『
虚
静
抄
』
が
、「
今
さ
る
べ
か
せ
ら
ん
折
に
な
ど
親

の
い
ひ
の
ぶ
る
に
よ
り
て
と
や
か
く
い
ふ
程
に
は
女
の
さ
か
り
も
過
な
ん
か
と
う
し
ろ
め
た
く
心
も
と
な
し
と
思
ふ
心
を
欵
冬
に
そ
へ
て
よ
め
る
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也
」
と
い
う
の
と
同
じ
で
、
注
と
し
て
は
早
く
か
ら
の
指
摘
で
あ
っ
た
。
13
も
高
橋
残
夢
の
『
管
窺
抄
』
が
「
こ
の
降
雪
に
は
道
の
う
へ
の
み
に

は
あ
ら
て
か
よ
ふ
心
さ
へ
も
絶
え
は
て
な
む
か
か
く
互
に
心
ほ
そ
け
れ
は
と
な
り
」
と
す
る
以
前
に
道
麿
が
指
摘
し
て
い
た
。
14
の
「
女
カ
リ
ト

云
テ
タ
リ
ナ
ン
」
と
い
う
の
は
、
19
の
「
衍
ナ
ラ
ン
」
と
同
様
の
指
摘
で
あ
る
が
、
諸
本
「
女
の
が
り
」
と
あ
る
。
万
葉
一
五
五
〇
「
妹
が
り
」

や
、『
伊
勢
物
語
』
三
八
段
「
紀
の
有
常
が
り
」
に
拠
っ
た
理
解
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、『
大
和
物
語
』
で
は
、「
こ
の
女
の
が
り
」（
一
〇

三
段
）・「
今
の
妻
の
が
り
」（
一
五
七
段
・
一
六
七
段
）
と
、
連
体
修
飾
語
を
つ
く
る
格
助
詞
の
「
の
」
が
付
い
て
い
る
。
16
は
道
麿
所
持
の
古

活
字
本
本
文
が
「
さ
ね
た
う
」
と
い
う
の
に
よ
る
も
の
。
17
は
「
思
へ
ど
も
」
の
和
歌
の
第
三
句
「
し
の
ぶ
れ
ば
」
の
注
。「
堪
え
忍
ん
で
返
事

も
し
な
か
っ
た
」
と
す
る
解
釈
。
18
は
、
道
麿
所
持
の
古
活
字
本
本
文
が
「
た
え
て
」
と
あ
る
の
に
対
す
る
も
の
で
、『
管
窺
抄
』
が
「
た
え
て

と
流
布
本
に
も
あ
れ
と
こ
は
た
へ
て
な
り
た
へ
は
堪
の
意
に
て
て
の
字
濁
る
へ
し
こ
ら
へ
か
た
き
義
也
た
え
て
は
絶
に
て
秋
よ
り
外
は
絶
て
な
き

意
也
と
い
ふ
に
な
れ
り
さ
る
調
は
な
し
歌
情
明
ら
か
也
」
ま
で
こ
の
指
摘
は
な
い
。
20
は
、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
板
行
の
『
大
和
本
草
』
を

引
用
す
る
。

　

前
述
し
た
が
、
架
蔵
本
扉
に
「
眞
ト
有
ハ
加
茂
真
渕
」
と
あ
り
、
天
理
本
に
は
、「
○
説
者
ヲ
シ
ル
サ
ヌ
ハ
加
茂
真
渕
説
」
と
あ
る
が
、
架
蔵

本
に
は
「
眞
」
と
記
す
も
の
は
な
く
、
天
理
本
に
は
「
師
説
」
と
し
た
も
の
が
、
以
下
の
五
事
例
で
あ
る
。

　

１
［
89
段
］（
師
説
）
シ
タ
フ
心
ヲ
ハ
君
ノ
方
ニ
ト
ゝ
メ
オ
キ
テ
来
シ
ニ
猶
物
思
フ
コ
ト
ノ
ミ
吾
方
ニ
ノ
コ
リ
テ
ア
ル
ヨ
シ
也

　

２
［
147
段
］（
師
説
）
和
名
抄
ニ
摂
津
国
菟
原
郡
ヲ
宇
波
良
ト
ア
リ
然
ル
ニ
万
葉
九
右
ノ
下
ニ
今
一
首
此
哥
有
ニ
菟
原
處
女
墓
長
哥
ト
書
テ
哥

ニ
葦
屋
之
菟ウ

ナ
ヒ
ヲ
ト

名
屓
處
女
ソ
ノ
反
哥
ニ
モ
ア
シ
ノ
ヤ
ノ
宇
奈
比
處
女
ト
モ
書
ソ
ノ
長
哥
ニ
智
奴
壮
士
宇
奈
比
壮
士
ト
モ
亦
下
ニ
菟
原

壮
士
ト
モ
書
タ
リ
然
レ
バ
菟
原
ト
書
テ
ウ○

○
○

ナ
ヒ
ト
訓
シ
也
ケ
リ　

和
名
抄
ノ
比
ニ
至
テ
ハ
字
ニ
ツ
キ
テ
ウ○

○
○

ハ
ラ
ト
唱
ヘ
誤
レ
ル
ナ

ル
ヘ
シ

　

３
［
149
段
］（
師
云
）
此
巻
ナ
ド
ハ
ス
ベ
テ
作
リ
サ
マ
ツ
タ
ナ
ク
詞
モ
ワ
ロ
シ
モ
シ
ハ
始
ノ
巻
ナ
ト
末
ニ
モ
ヨ
キ
所
モ
有
ヲ
中
ヘ
好
事
ノ
イ
ロ

〳
〵
書
加
ヘ
シ
物
カ
在
中
將
ノ
コ
ト
書
ル
条
ド
モ
ハ
殊
ニ
ワ
ロ
シ
古
今
ト
伊
勢
（
天
理
本
伊
物
）
ト
ヲ
見
ク
ラ
ベ
テ
知
レ
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４
［
162
段
］（
師
云
）
ワ
ス
レ
ク
サ
萱
草
ナ
ル
コ
ト
万
葉
ニ
テ
明
ラ
ケ
ク
枕
草
子
ニ
モ
六
月
花
サ
ク
ヨ
シ
有
○
シ
ノ
フ
草
ハ
和
名
抄
ニ
垣
衣
ト
テ

苔
ノ
類
也
別
ナ
ル
コ
ト
明
ケ
シ
此
物
語
書
シ
人
誤
レ
ル
也
後
人
サ
マ
〳
〵
イ
ヘ
ト
皆
古
キ
コ
ト
シ
ラ
テ
此
物
語
ナ
ト
ニ
ヨ
レ
ル
ハ

云
ニ
モ
タ
ラ
ヌ
ワ
サ
也

　

５
［
165
段
］（
師
云
）
コ
レ
業
平
ノ
哥
ナ
ラ
ン
ヤ
作
リ
物
語
ニ
ア
ル
ヘ
シ
（
天
理
本
ナ
ル
ヘ
シ
）
中
ニ
モ
ツ
タ
ナ
ク
コ
ソ　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
の
五
事
例
は
、
賀
茂
真
淵
『
大
和
物
語
直
解（

（（
（

』
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
１
は
、
片
仮
名
と
平
仮
名
、
漢
字
仮
名
の
違
い
の
み
で
一
致
す
る

（
四
五
二
頁
）。
２
は
「
此
事
よ
め
る
歌
万
葉
集
巻畧

四
十
六
丁

九
巻
十
九
に
も
あ
り
」
と
あ
っ
て
、
傍
線
部
が
「
菟
原
と
書
て
も
う
な
び
と
よ
み
し
を
、
和
名

抄
の
比
に
至
り
て
は
、
只
字
に
つ
き
て
う
ば
ら
と
と
な
へ
し
に
や
と
も
覚
ゆ
」（
四
九
一
頁
）
と
、
表
現
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
３
は
、「
此
わ
た

り
よ
り
し
ば
し
か
間
、
作
り
ざ
ま
い
と
わ
ろ
し
、
在
中
將
の
事
ど
も
か
け
る
は
皆
わ
ろ
し
、
古
今
と
伊
勢
物
語
と
を
見
て
も
知
へ
し
、
又
こ
れ
よ

り
末
に
も
よ
き
所
あ
る
を
お
も
へ
は
、
好
事
の
者
の
、
中
の
程
へ
い
ろ
〳
〵
書
く
は
へ
し
に
や
あ
ら
ん
」（
五
〇
〇
頁
頭
注
）
と
、
表
現
の
違
い

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
内
容
に
は
違
い
が
な
い
。
４
は
、
傍
線
部
の
表
現
が
、「
し
の
ふ
草
は
、
倭
名
抄
に
垣
衣
と
て
苔
の
類
に
出
し
て
明
ら
か

に
別
な
る
を
、
此
物
語
か
く
人
の
誤
れ
る
也
、
是
よ
り
後
の
人
」（
五
一
四
頁
）
と
同
じ
く
、
表
現
の
違
い
の
み
で
あ
る
。
５
も
、「
か
く
つ
た
な

き
が
業
平
の
歌
な
ら
ん
や
、
作
り
ご
と
し
る
べ
し
」
と
、
表
現
に
違
い
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
架
蔵
本
の
書
写
者
は
、
道
麿
の
弟
子
の
直
麿
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
凡
例
で
は
道
麿
所
持
本
の
「
師
」
を
「
眞
」
と
し
、
道
麿
を
「
師
」
と
し
て
区
別
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
眞
」
と
せ
ず
に
、

そ
の
ま
ま
に
し
た
の
は
、
天
理
本
の
凡
例
に
、「
説
者
ヲ
シ
ル
サ
ヌ
ハ
賀
茂
真
淵
説
」
と
あ
る
こ
と
で
、
同
じ
真
淵
の
注
と
理
解
し
た
か
ら
で
あ

ろ
う
か
。
そ
う
な
る
と
、
道
麿
が
、「
説
者
ヲ
シ
ル
サ
ヌ
ハ
賀
茂
真
淵
説
」
と
し
な
が
ら
も
、
上
記
五
事
例
に
だ
け
「
師
説
・
師
云
」
と
区
別
し

た
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
直
解
』
の
注
の
書
き
込
み
は
多
い
の
で
、
長
文
を
書
き
込
ん
で
い
る
一
五
〇
段
と
一
五
四

段
の
注
を
示
す
と
、

此
条
ハ
殊
ニ
後
人
ノ
作
リ
コ
ト
也
サ
テ
是
ハ
ナ
ラ
ノ
ミ
カ
ト
ト
有
テ
人
麻
呂
ノ
哥
ハ
誤
レ
リ
ナ
ラ
ノ
ミ
カ
ド
ト
ハ
平
城
天
皇
ヲ
申
也
人
丸
ハ

藤
原
宮
慶
雲
中
ニ
石
見
ニ
テ
死
テ
イ
ト
古
ヘ
ナ
ル
ヲ
此
比
イ
ト
誤
テ
書
シ
物
ニ
モ
ア
ラ
ズ
物
語
ニ
ハ
偽
リ
作
レ
ル
也
然
ル
ヲ
諸
説
ハ
古
ヘ
ノ
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コ
ト
ヲ
モ
シ
ラ
デ
強
テ
偽
ヲ
カ
サ
ラ
ン
ト
ス
ル
故
ニ
皆
笑
フ
ニ
堪
ヌ
コ
ト
ヲ
注
セ
リ
サ
テ
行
ツ
マ
リ
テ
ハ
傳
受
ナ
ド
云
コ
ト
ヲ
云
テ
人
マ
ト

ハ
セ
リ
古
今
序
ニ
モ
今
ノ
本
ニ
ハ
後
人
偽
テ
語
ヲ
加
ヘ
シ
コ
ト
多
シ　

ソ
ハ
古
今
ニ
テ
云
天
皇
ノ
御
諡
天
命
ト
申
ハ
イ
ト
多
キ
ヲ
天
命
開
別

天
皇
ヲ
ノ
ミ
云
ハ
誤
也　

ナ
ラ
ノ
宮
ト
云
時
ハ
大
和
国
ノ
奈
良
都
ノ
コ
ト
ニ
テ
元
明
ヨ
リ
光
仁
マ
テ
御
七
代
也
ナ
ラ
ノ
ミ
カ
ド
ト
申
ス
ト
キ

ハ
平
城
天
皇
御
一
代
ノ
御
名
也
又
文
武
ハ
藤
原
美
弥
ナ
ル
ヲ
イ
カ
デ
ナ
ラ
リ
ミ
カ
ド
ト
云
ニ
カ
ク
云
説
ハ
皆
カ
ノ
古
今
序
ニ
俗
ノ
加
筆
ア
ル

ヲ
見
ワ
カ
デ
強
云
ノ
ミ
○
次
下
ニ
ナ
ラ
ノ
ミ
カ
ト
位
ニ
オ
ハ
シ
マ
シ
ケ
ル
ト
キ
サ
ガ
ノ
ミ
カ
ド
ハ
云
云
ト
書
ツ
ゝ
ケ
シ
ニ
テ
知
ヘ
シ
ソ
レ
ヲ

モ
イ
ロ
〳
〵
云
マ
ギ
ラ
ハ
シ
タ
ル
説
明
ハ
ワ
ラ
フ
ニ
不
堪
ス
ヘ
テ
或
抄
ハ
古
書
ヲ
見
ワ
カ
タ
ヌ
説
ノ
ミ
也
○
万
葉
二
ニ
柿
本
人
麿
石
見
ニ
テ

死
シ
シ
ハ
文
武
ノ
慶
雲
二
年
ノ
間
也
月
日
ハ
シ
ラ
レ
ヌ
ヲ
三
月
十
八
日
ナ
ド
云
ハ
強
ゴ
ト
也
続
紀
ニ
柿
本
人
麿
ハ
不
出
。
他
性

（
マ
マ
）（

天
理
本
・

姓
）
ニ
人
丸
ト
云
人
此
紀
ニ
多
キ
ヲ
誤
テ
云
也
墓
ソ
ノ
外
ノ
コ
ト
或
抄
ニ
云
ル
モ
ア
ト
カ
タ
ナ
キ
偽
言
也　

此
哥
ヲ
拾
遺
ニ
人
万
呂
ト
テ
入

タ
ル
モ
此
同
じ
比
ノ
流
言
ノ
ミ
必
マ
コ
ト
ニ
ア
ラ
ズ

と
あ
っ
て
、『
大
和
物
語
直
解
』（
五
〇
三
頁
）
に
傍
線
部
を
除
い
て
一
致
す
る
。
ま
た
、
表
紙
裏
の
書
き
込
み
も
、
宝
暦
一
〇
年
に
賀
茂
真
淵
が

記
し
た
（
四
〇
五
～
四
〇
七
頁
）
も
の
の
要
約
で
あ
る
。

　
『
大
和
物
語
直
解
』
に
つ
い
て
は
、
阿
部
俊
子
氏
が
、『
賀
茂
眞
淵
全
集
』
の
「
大
和
物
語
直
解
解
説
」
で
、

「
大
和
物
語
直
解
」
は
賀
茂
真
淵
が
手
が
け
た
「
大
和
物
語
」
の
注
釈
書
で
あ
る
。
一
、
成
立　

序
文
に
「
宝
暦
十
年
の
冬
、
人
々
つ
ど
ひ

て
よ
み
け
る
時
に
、
賀
茂
真
淵
し
る
す
」
と
あ
り
、
終
り
に
「
宝
暦
十
年
七
月
よ
り
た
ま
〳
〵
あ
つ
ま
り
て
ひ
と
わ
た
り
よ
み
て
、
お
な
じ

十
二
月
の
八
日
に
よ
み
は
て
つ
、
一
月
に
三
度
よ
た
び
な
ん
よ
み
け
る
也
、
も
と
の
注
の
あ
し
き
を
は
多
く
け
し
つ
、
そ
の
む
し
ろ
に
さ
ま

〴
〵
の
よ
し
な
し
ご
と
を
も
い
ひ
わ
た
ら
ひ
な
が
ら
、
た
ま
〳
〵
か
き
つ
け
た
れ
ば
、
そ
れ
は
た
わ
ろ
き
こ
と
も
お
ほ
か
り
な
ん
」
と
跋
文

を
記
し
て
い
る
。
更
に
、
源
躬
弦
の
記
し
て
い
る
凡
例
に
「
こ
の
物
語
の
注
、
世
に
お
こ
な
は
れ
た
る
は
、
ふ
や
う
な
る
事
も
ひ
が
め
る
も

い
と
お
ほ
く
な
ん
あ
り
け
る
、
さ
る
を
県
居
の
大
人
つ
ば
ら
か
に
考
正
し
て
も
と
の
注
を
け
ち
、
あ
る
は
か
き
く
は
へ
な
ど
し
給
へ
り
し
を

…
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
考
え
合
わ
せ
て
み
る
と
、
真
淵
が
一
人
で
検
討
を
加
え
考
察
し
た
こ
と
を
記
述
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
と
、
旧
注
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に
つ
い
て
こ
れ
を
中
心
に
検
討
改
訂
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
宝
暦
十
年
は
西
暦
一
七
六
〇
年
、
一
一
六
代
桃
園
天

皇
の
代
、
幕
府
で
は
九
月
に
徳
川
家
重
か
ら
十
代
家
治
に
将
軍
職
が
移
っ
た
年
で
、
真
淵
は
六
十
四
歳
。
彼
は
す
で
に
、
万
葉
集
新
採
百
首

解
、
冠
辞
考
、
源
氏
物
語
新
釈
等
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
同
じ
宝
暦
十
年
に
は
七
月
に
万
葉
考
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
あ
と
十
一
月
田
安
家

の
職
を
退
き
、
歌
意
考
、
国
意
考
、
神
遊
考
、
祝
詞
考
等
次
々
に
仕
事
を
ま
と
め
、
九
年
後
の
明
和
六
年
（
一
七
六
九
年
）
に
七
十
三
歳
で

歿
し
て
い
る（

（（
（

。

と
、
真
淵
の
稿
本
が
宝
暦
十
年
一
二
月
に
完
成
し
、

真
淵
の
稿
本
は
、
写
本
の
ま
ま
、
村
田
春
海
が
所
持
し
て
い
た
。
こ
れ
を
源
躬
弦
が
、
寛
政
五
年
（
西
暦
一
七
九
三
年
、
一
一
九
代
光
格
天

皇
、
十
一
代
将
軍
家
斉
）
九
月
に
書
写
し
終
っ
て
い
る
。
こ
の
本
も
写
本
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
清
水
浜
臣
は
出
版
を
考
え
た
ら
し
く
、
自

ら
全
部
書
写
し
、
本
文
に
も
、
首
書
、
慶
安
刊
本
、
類
従
本
等
に
よ
っ
て
校
合
を
加
え
、
注
釈
も
補
足
充
実
し
、
自
説
を
も
加
え
、
版
下
に

し
よ
う
と
し
た
ら
し
い
。

と
、
村
田
春
海
が
所
持
し
、
そ
れ
を
源
躬
弦
が
書
写
し
た
の
が
寛
政
五
年
で
あ
る
と
い
う
。
阿
部
氏
の
解
説
か
ら
、『
直
解
』
の
書
写
や
そ
れ
に

関
連
す
る
記
事
を
拔
き
だ
す
と
、

　

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）「
寛
政
五
年
九
月
源
躬
弦
し
る
す
」

　

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）「
享
和
二
年
壬
戌
正
月
望
日
卒
業　

長
滃
」

　

文
化
九
年
（
一
八
一
二
）「
文
化
九
年
十
月
上
旬
、
会
岡
田
直
澄
、
木
村
定
良
、
前
田
垂
穂
光
幸
、
参
中
村
光
房
、
于
敞
廬
対
読
卒
業
」

　

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）「
文
政
甲
申
八
月
借
得
泊
洦
舎
儲
藏
本
而
手
自
写
之
与
中
村
光
房
対
読
了　

岡
本
保
孝
識
」

　

文
政
九
年
（
一
八
二
六
）「
丙
戌
春
三
月
与
粕
屋
重
浪
対
読
夏
四
月
卒
業
」

　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）「
二
月
上
旬
細
君
対
読
了
」

と
な
る
。
天
理
本
と
架
蔵
本
の
書
き
入
れ
は
、
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安
永
四
年
（
一
七
七
五
）「
安
永
四
歳
次
乙
未
六
月
四
日
以
縣
居
本
挍
合
畢　

魚
彦
」

　

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）「
五
年
丙
申
正
月
十
四
日
於
茅
生
庵
挍
合
畢　

道
麻
呂
」

　

安
永
十
年
（
天
明
元
年
・
一
七
八
一
）「
安
永
十
歳
辛
巳
弥
生
下
旬
」
渡
辺
直
麿
大
和
物
語
校
合

と
い
う
こ
と
で
、
魚
彦
が
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
の
大
和
物
語
会
読
に
参
加
し
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、「
楫
取
魚
彦
年
譜
稿
」
に
よ
る
と
、

魚
彦
の
県
居
入
門
は
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
一
月
、
宝
暦
十
年
一
〇
月
に
は
、
真
淵
が
『
万
葉
考
』
巻
一
・
二
お
よ
び
別
記
を
脱
稿
し
、
魚
彦

と
藤
原
維
寧
が
『
万
葉
集
別
記
』
の
校
正
に
従
事
し
た
と
い
う（

（（
（

。
中
西
慶
爾
氏
に
よ
る
と
、

田
中
道
麻
呂
は
二
度
ほ
ど
江
戸
に
下
っ
て
い
る
が
、
そ
の
歌
集
『
垣
根
の
落
葉
』
に
よ
る
と
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
二
月
に
江
戸
に
下

り
、
数
日
滞
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
或
る
日
に
、
初
め
て
楫
取
魚
彦
に
会
っ
た
ら
し
い（

（（
（

。

と
さ
れ
る
が
、
林
義
雄
氏
は
、『
万
葉
集
問
答
』
の
「
諸
巻
問
件
」
の
中
に
あ
る
質
問
の
条
に
よ
っ
て
、

○
去安

永
六年

七
月
、
道
丸
初
テ
参
上
仕
レ
ル
時
、
事
に
ふ
れ
て
物
語
り
仕
り
し
四
十
七
言
の
歌
の
事
、

　

ス
ミ
ノ
エ
ナ
ル
タ
ヰ
ニ
サ
ヲ
ト
メ
ワ
セ
ウ
ヱ
ヌ　

イ
ネ
カ
リ
テ
ヨ
オ
チ
ホ
ヒ
ロ
ヘ
コ
ラ
ソ
ユ
シ
モ
ム
ギ
マ
ケ
ア
ハ
フ
ツ
ク
レ
ヤ

此
歌
、
八
九
年
以
前
に
作
り
て
、
六
年
以
前
に
初
て
魚
彦
に
見
せ
、
其
後
四
年
以
前
に
ウ
マ
キ
に
見
せ
、
去
年
先
生
に
申
た
る
外
に
、
さ
の

み
外
へ
見
せ
ざ
り
し
は
、
誤
り
あ
ら
ん
事
を
恐
れ
て
也
、
魚
彦
ウ
マ
キ
も
ほ
め
ら
れ
た
る
に
、（
以
下
省
略
）

右
の
記
事
に
い
う
「
六
年
以
前
」
は
、
試
み
に
安
永
七
年
十
二
月
を
起
点
と
し
て
計
算
す
れ
ば
、
安
永
元
年
十
二
月
以
前
を
指
す
こ
と
に
な

り
、
二
人
の
交
際
が
、
す
で
に
安
永
改
元
以
前
の
明
和
の
こ
ろ
か
ら
書
簡
を
通
じ
て
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
か
の
ご
と
く
も
見
え
る
。

（
中
略
）
し
た
が
っ
て
、
両
人
の
対
面
が
こ
の
時
期
に
あ
っ
た
か
否
か
は
決
し
難
い
も
の
の
、
二
人
が
す
で
に
安
永
元
年
前
後
の
こ
ろ
に
知

己
の
間
柄
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

と
さ
れ
る
。
魚
彦
が
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
に
は
既
に
真
淵
の
門
に
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
真
淵
の
注
を
写
す
機
会
が
あ
っ
た
も
の
と
は
考

え
ら
れ
よ
う
。
道
麿
は
、
石
田
氏
某
所
持
の
『
大
和
物
語
鈔
』
と
、
魚
彦
所
持
の
真
淵
の
注
を
写
す
機
会
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
架
蔵
本
は
渡
辺
直
麿
か
ら
ど
の
よ
う
な
経
路
を
辿
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
理
本
に
は
、

此
本
は
道
麿
没
後　

遺
本
と
も
み
な
其
弟
子
達
次
々
伝
は
り
つ
る
が　

吾
醫
術
の
学
兄
な
る
堀
川
主
よ
り　

今
は
榛
木
翁
の
門
人
な
し

お
の
れ
に
取
れ
と
あ
る
に
従
へ
り　

お
の
れ
よ
り
又
つ
ぎ
は
と
尋
ね
侍
る
に　

そ
は
お
の
が
心
に
ま
か
せ
よ
と
い
は
れ
侍
り
き

今
年
嘉
永
二
年
迠
て
蔵
本
首
書
に
も
い
ひ
つ
る　
コ
ト
く
書
入
れ　

又
こ
の
本
に
も
い
さ
ゝ
か
つ
ゞ
い
は
ま
ほ
し
き　
コ
ト
こ
の
赭
筆
に

て
か
き
た
り
か
れ
ま
が
ひ
は
あ
ら
じ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
廿
三
日　
　
　

鈴
屋
門
平
野
廣
臣　

六
十
六

と
、
田
中
道
麿
亡
き
後
、
道
麿
の
遺
本
は
弟
子
達
に
伝
わ
っ
た
。
堀
川
稲
置
に
つ
い
て
は
、『
国
書
人
名
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
医
者
・
国
学
者

［
生
没
］
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
生
、
没
年
未
詳
。［
名
号
］
本
姓
、
藤
原
。
名
、
イ
ナ
キ
・
稲
置
・
稲
木
・
エ
ユ
キ
。
字
、
三
徹
。
伊
藤
綾

介
・
藤
斐
他
と
称
す
。［
経
歴
］
尾
張
愛
知
中
野
村
の
人
。
み
の
や
利
介
と
い
う
薬
種
問
屋
の
手
代
を
し
て
い
た
が
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）

医
者
に
な
っ
た
。
国
学
で
は
初
め
田
中
道
麿
の
門
人
で
あ
っ
た
が
、
同
八
年
、
本
居
宣
長
に
入
門
。
僧
海
量
と
親
交
が
あ
っ
た
。」
と（

（（
（

、
稲
置
は

道
麿
の
弟
子
で
、
道
麿
没
後
、
道
麿
の
弟
子
達
が
宣
長
に
入
門
し
た
よ
う
に
宣
長
の
弟
子
に
な
っ
た
。
平
野
廣
臣
は
、『
江
戸
文
人
辞
典
』
に
よ

る
と
、「
安
永
二
（
一
七
七
三
）―

嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
○
称
春
芳
○
名
方
穀　

江
戸
後
期
の
国
学
者
。
尾
張
藩
医
平
野
春
策
の
子
と
し
て
生

ま
れ
、
文
化
十
三
年
家
を
継
ぎ
、
寄
合
医
師
と
な
り
、
文
政
六
年
世
子
徳
川
斉
温
の
侍
医
と
な
る
。
以
後
天
保
十
一
年
ま
で
の
十
七
年
間
、
常
に

江
戸
に
滯
在
し
、
そ
の
職
を
勤
め
る
。
広
臣
は
、
寛
政
十
二
年
に
本
居
宣
長
に
入
門
、
宣
長
没
後
は
子
の
春
庭
に
従
学
し
て
い
た
が
、
江
戸
滯
在

中
は
小
林
歌
城
に
国
学
と
和
歌
と
を
学
ん
だ
。（
以
下
省
略（

（（
（

）」
と
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
年
に
宣
長
の
弟
子
に
な
っ
た
。
時
に
、
廣
臣
は

一
七
歳
で
、
稲
置
は
四
一
歳
で
あ
っ
た
。
道
麿
書
き
入
れ
の
古
活
字
本
大
和
物
語
を
伝
え
ら
れ
た
年
は
不
明
で
あ
る
が
、「
吾
醫
術
の
学
兄
な
る

堀
川
主
」
稲
置
か
ら
、
道
麿
の
遺
本
を
授
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
和
田
以
悦
の
『
大
和
物
語
首
書
』
や
、「
臣
按
」
と
自
説
を
書
き
込
ん
だ
。

天
理
本
や
架
蔵
本
の
古
活
字
本
大
和
物
語
に
は
、
学
統
の
継
承
や
、
学
統
を
越
え
て
の
学
問
の
広
が
り
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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注（
１
）
天
理
図
書
館
蔵
田
中
道
麿
書
き
入
れ
古
活
字
本
大
和
物
語
。
以
下
、
便
宜
上
該
本
を
天
理
本
と
す
る
。

（
２
）『
大
和
物
語
の
研
究
』
古
注
本
影
印
篇
（
私
家
版
）
昭
和
48
・
８
、
八
丁
表
。
以
下
、
便
宜
上
該
本
を
高
橋
本
と
す
る
。

（
３
）「
黒
川
文
庫
蔵
『
大
和
物
語
鈔
』
翻
刻
（
上
）
上
野
英
子
・
山
崎
正
伸
、
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
別
册
年
報
Ⅴ
、
平
成
13
年
３
月
20
日
。
以
下
、
便
宜
上
該
本
を
黒
川
本
と
す
る
。

（
４
）
古
典
文
庫
第
三
九
四
冊
・
高
橋
貞
一
編
、
昭
和
五
四
・
七
。
以
下
、
便
宜
上
該
本
を
古
典
文
庫
本
と
す
る
。

（
５
）
柳
田
忠
則
著
『
大
和
物
語
の
研
究
』
翰
林
書
房
、
一
九
九
四
・
二
。
以
下
、
便
宜
上
該
本
を
日
大
本
と
す
る
。

（
６
）
風
間
書
房
・
昭
和
42
・
８
、
巻
第
五
18
丁
表
・
裏
。

（
７
）『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
Ｃ
Ｄ―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
。
角
川
書
店
、
二
〇
〇
二
・
二
。

（
８
）『
大
日
本
史
料
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
検
索
。
第
六
編
之
一
、
昭
和
５
７
・
１
０　

九
一
五
頁

（
９
）『
俊
頼
髄
脳
』「
天
智
天
皇
」『
日
本
歌
学
大
系
』
第
一
巻
、
風
間
書
房
、
昭
和
47
・
８　

一
五
六
頁
／『
袖
中
抄
』「
雄
略
天
皇
」　
『
日
本
歌
学
大
系
』
別
卷
二
、
風
間
書
房
、
昭
和
47
・
10

　

二
八
六
頁
／『
奥
義
抄
』「
雄
略
天
皇
」　
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
一
巻
、
風
間
書
房
、
昭
和
47
・
８　

三
〇
七
頁
／『
和
歌
色
葉
』「
雄
略
天
皇
」　
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
三
巻
、
風
間
書

房
、
昭
和
38
・
６　

三
〇　

七
頁
／『
色
葉
和
難
集
』「
雄
略
天
皇
」『
日
本
歌
学
大
系
』
別
卷
二
、
風
間
書
房
、
昭
和
47
・
10　

四
九
八
頁
／『
歌
林
良
材
集
』「
雄
略
天
皇
」　
『
日
本
歌
学

大
系
』
別
卷
七
、
風
間
書
房
、
昭
和
61
・
10　

四
六
〇
頁
。

（
10
）『
賀
茂
眞
淵
全
集
』
第
一
六
巻
、
阿
部
俊
子
氏
校
訂
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
56
・
７

（
11
）『
賀
茂
眞
淵
全
集
』
第
十
六
巻
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
56
・
７
、
五
三
九
頁
。

（
12
）
林
義
雄
・
柴
田
一
生
「
楫
取
魚
彦
年
譜
稿
」『
専
修
国
文
』
一
九
八
八
・
七
、
八
頁
。

（
13
）『
稿
本
田
中
道
麿
伝
』
木
耳
社
、
昭
和
52
・
８
、
六
七
頁
。

（
14
）『
古
言
梯
』
再
考
期
攷
（
下
）『
専
修
国
文
』
三
八
号
昭
和
61
・
１
、
一
一
三
頁
。

（
15
）『
国
書
人
名
辞
典
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
・
一
一
、
三
三
六
頁
。

（
16
）『
江
戸
文
人
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
・
九
、
三
三
〇
頁
。
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ぶ

年
号

宝
暦

　
12345678910111213

明
和

　
12345678

安
永

　
1234

　
5

西
暦123456789

1760123456789

1770123456

真
渕55565758596061626364656667686970717273

宣
長2223242526272829303132333435363738394041424344454647

道
麿2829303132333435363738394041424344454647484950515253

魚
彦2930313233343536373839404142434445464748495051525354

春
海６７８９10111213141516171819202122232425262728293031

浜
臣１

躬
弦１２３４５６７８９1011121314

稲
置１２３４５６７８９1011121314151617

廣
臣

魚
彦

真
渕

に
入

門

真
淵

大
和

物
語

会
読

　
堀

川
稲

置
生

加
藤

美
樹

歿
44

歳

6
月

以
降

上
方

旅
行

中
鈴

屋
訪

問
　

10/30
賀

茂
真

淵
没

73
歳

3
月

茅
生

庵
万

葉
集

会
読

6/4
大

和
物

語
校

合
終

わ
る

「
以

県
居

本
校

合
畢

　
魚

彦
］

大
和

物
語

虚
静

抄
（

木
崎

雅
興

　
安

永
５

年
起

稿
）

1/14
道

麿
魚

彦
草

庵
茅

生
庵

滯
在

大
和

物
語

校
合
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二
六

年
号

宝
暦

　
6789

天
明

　
12345678

寛
政

　
123456789101112

享
和

　
1

西
暦789

1780

17812345678

1789

1790123456789

1800

1801

真
渕

宣
長48495051525354555657585960616263646566676869707172

道
麿5455565758596061

魚
彦555657585960

春
海32333435363738394041424344454647484950515253545556

浜
臣２３４５６７８９1011121314151617181920212223242526

躬
弦15161718192021222324252627282930313233343536373839

稲
置18192021222324252627282930313233343536373839404142

廣
臣１２３４５６７８９101112131415161718

道
麿

宣
長

訪
問

　
6/10

加
藤

美
樹

歿
57

歳

道
麿

宣
長

入
門

渡
辺

直
麿

大
和

物
語

校
合

10
月

4
日

道
麿

没
　

平
野

廣
臣

生

　
直

麿
宣

長
入

門

　
堀

川
稲

置
宣

長
入

門

　
道

麿
門

人
川

村
正

雄
宣

長
入

門

　
4/14

躬
弦

松
阪

の
鈴

屋
訪

問
宣

長
に

面
会

　
1
月

13
日

渡
辺

直
麿

没

9
月

源
躬

弦
村

田
春

海
所

持
を

書
写

し
終

わ
る

平
野

広
臣

　
本

居
宣

長
に

入
門

本
居

宣
長

没


